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あ な た の 健 康 誌

■
生
薬
の
滋
養
強
壮
剤
■
紫
華
栄
は
シ
コ
ン

（
紫
根
）
を
は
じ
め
、
ト
ウ
キ
（
当
帰
）・
ニ
ン

ジ
ン
（
朝
鮮
人
参
）・
ヨ
ク
イ
ニ
ン
（
ハ
ト
ム
ギ

の
種
子
）
な
ど
8
種
の
生
薬
エ
キ
ス
や
粉
末
を

調
合
し
た
顆
粒
剤
で
、
こ
れ
ら
の
有
効
成
分
の

働
き
に
よ
っ
て
、
肉
体
疲
労
・
冷
え
症
・
血
色

不
良
・
虚
弱
体
質
・
発
育
期
・
胃
腸
虚
弱
・
食

欲
不
振
・
病
中
病
後
な
ど
に
効
果
の
あ
る
滋
養

強
壮
保
健
薬
で
す
。

赤城山の水と緑が創った自然薬紹介

紫シ   

華カ   

栄ロ
ン

（
顆
粒
）

健康鼎談　俳優　森本レオ
特集　慢性の頭痛にお悩みではないですか？



　カポニー産業㈱に入社し、西日本営業センターに勤務
している藤井晶子です。㈱和漢薬研究所・赤城工場での「本
物づくり体験研修」が終了しました。

　本物とは
何か、本物
づくりとはど
ういうこと
なのかを考
えながら研
修に臨ませ
ていただき
ました。薬
草の栽培は
無農薬で行
われ、原料

として使われる株や種を取るための株などに分けられてい
ました。ムラサキの発芽が非常にむずかしく、苦労されて
いるというお話が印象に残りました。無農薬での栽培は
病気や害虫や動物などの被害に遭ったり雑草が生えやすく
なったりします。しっかりと観察しながら手間ひまかけて
育てていなければできないことだと思いました。
　薬の製造に関しては、設備はオートメーション化されて
いました。しかし常に人がいてしっかりと管理されており、
また、松寿仙のタンクは電解研磨されて液の切れをよくし
たり、ダイヤフラムという特殊なバルブを使うことにより
液溜まりを防ぐ等、細部にもいきとどいた品質管理が行わ
れていました。仕入れてきた朱竹に関しては生薬をまず検
査してから使用されていました。事前に検査されたものが
納入されるので、検査の省略もできるそうなのですが、工
場で再度検査することで、より徹底した品質管理、安全
性の確認が行われているのだと思いました。
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編 集 後 記
表紙写真　ミニ解説

オオバコ（Ｐlantago asiatica L.）

オオバコ（車前子、車前葉）はアジア全域に分布し、地方によっては、オンバコ、カエルッパ、
相撲取り花など、多くの呼び名をもちます。私自身、子どもの頃、株をちぎって友達の株にか
らませ、引き合ってどちらが早く切れるか遊んだのを思い出します。昔から親しまれた薬草で、
薬草名は、葉を車前葉、種子を車前子とよび、種子は水がつくとネバネバし、人や車（昔は馬車）
に付着して新天地に運ばれることからこの名がついたようです。
全草は７～８月頃に、完熟した種子は９～10月に採取し、乾燥させて保存します。
利尿作用があるため、むくみや膀胱炎、血尿などに用いられ、また、鎮咳・袪痰作用があるので、
慢性的な咳や気管支炎などに効果があります。
葉を食用にする場合は、天ぷらや茹でて細かく切り、
油で炒め、塩・胡椒をふって食べます。種子は、可愛
い帽子をかぶっていて、息を吹きかけて飛ばし、けんち
ん汁や、みそ汁に入れると風味が出ます。
薬草苑の道を覆い隠すように繁茂しており、踏みつけ
る のが可愛そうで、道の片隅を歩くようにしています。

［自然薬師　野崎康弘］

特
集
は
慢
性
の
頭
痛
。
健
康
鼎
談
の
森
本
レ
オ
さ
ん
は

狭
心
症
に
見
舞
わ
れ
た
と
の
由
、
皆
さ
ん
も
福
田
先
生

の
記
事
を
読
ん
で
生
活
習

慣
病
に
は
日
頃
か
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　【西
】

健康
鼎談

特集

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和36年創刊時の言葉より）

――　本物づくり　――
自然薬製造

～赤城工場体験研修～

　品質管理部門では、原料から中間製品、そして最終製
品に至るまで何度も検査がされていました。製品は５年間
保管して経時変化の試験がなされるということです。また、
落下細菌を培養して同定が行われていたり、使用されてい
る水や排水に至るまで検査がなされていました。
　そして研究部門では動物実験のことや現在研究中の内
容などを教えていただきました。一つの結果を出すのに、
途中で結果が上手くいかないこともよくありますが、一つ
ずつ地道に積み上げていっていると聞きました。自然薬を
さらに解明するために色々な方向から実験がなされている
のだということを知りました。
　医薬品製造に関してだけではなく、赤城薬師如来の開
眼の経緯や、会社設立の歴史も教えてもらいました。
　研修を終えて感じたことは、よりよくしていきたい、お
客様から喜んでもらえるものをつくっていきたいという決
意をたくさんの方々から学ばせてもらった満足感です。そ
して、「薬＝物＋情報＋倫理」と厚労省が提唱していますが、
よりよいものをつくっていきたい、安全で品質の確かなも
のをつくっていきたいという思いがこの倫理の部分に当た
るのではないかと思った次第です。
　まだ勉強不足なところもたくさんありますので、資料を
しっかりと読み直し、薬の情報とつなげて、お得意様に細
やかな対応ができるようになりたいと決心しました。
（カポニー産業㈱　西日本営業センター　藤井晶子）
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あっこの独り言

　
な
に
ぶ
ん
「
敵
」
は
、
壮
大
な
パ
ワ

ー
の
持
ち
主
で
あ
り
ま
す
。
心
が
弱
っ

て
い
る
と
、
バ
ン
！

　
と
ハ
ネ
返
さ
れ

て
、
う
ま
く
対
峙
で
き
な
い
。
喧
嘩
に

負
け
た
犬
み
た
い
に
シ
ッ
ポ
が
丸
ま
っ

ち
ゃ
う
。

　
身
も
心
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
、
自

信
満
々
の
と
き
は
タ
ッ
プ
リ
と
地
球
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
満
喫
で
き
る
の
に
ね
、

不
思
議
な
も
の
で
す
。

　
ビ
ル
の
林
立
す
る
都
会
か
ら
、
ち
ょ

こ
っ
と
抜
け
出
て
カ
ナ
ダ
の
森
林
へ
。

ま
た
あ
る
日
は
、
ス
イ
ス
の
湖
で
の
ん

び
り
と
…
…
す
る
だ
け
の
財
力
が
な
い

の
で
、
車
で
30
分
の
大
井
埠
頭
や
庭
先

で
友
達
集
め
て
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
お

手
軽
バ
ー
ベ
Ｑ
が
、お
気
に
入
り
で
す
。

ス
イ
ス
は
、
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
。
富
士
山
の
８
合
目
か
ら
突
き
落

と
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
方
、

そ
れ
は
気
の
せ
い
で
す
。

　
暑
さ
が
一
段
落
す
る
晩
夏
に
始
ま

り
、
美
し
く
紅
葉
し
た
秋
が
終
わ
る
ま

で
。
お
だ
や
か
な
こ
の
２
カ
月
間
が
勝

負
ど
き
。
調
子
こ
い
て
曇
空
の
12
月
に

や
っ
た
ら
凍
死
し
そ
う
で
し
た
が
、
バ

ー
ベ
Ｑ
っ
て
「
同
じ
網
の
肉
」
を
食
す

か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
初
対
面
の
人

と
で
も
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
仲
間
意
識

が
高
ま
り
ま
す
ね
。

　
職
種
も
多
岐
に
わ
た
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
異
業
種
交
流
会
な
わ
け
で
、
自
然

を
楽
し
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
遊
ぶ
と
ゆ
ー
ね
。
お
手
軽
バ
ー
ベ

Ｑ
で
元
気
度
チ
ェ
ー
ッ
ク
！

　
と
こ
ろ
で
、
バ
ー
ベ
Ｑ
に
初
参
加
の

26
歳
・
Ａ
君
。
撮
り

ま
く
っ
て
い
た
写
真
を
く
だ
さ
る

わ
け
で
も
な
く
、
無
断
で
ブ
ロ
グ
に
ア

ッ
プ
す
る
の
は
ヤ
メ
ま
し
ょ
う
ね
。
Ｂ

子
さ
ん
は
独
り
暮
ら
し
の
お
嬢
さ
ん
で

す
。
住
所
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
紹
介

文
を
の
せ
る
の
は
犯
罪
行
為
だ
よ
。

　「
悪
い
扱
い
で
は
な
い
の
に
、
嫌
が

る
理
由
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
」
っ
て
？

　
だ
か
ら
さ
、
26
歳
・
Ａ
君
ね
、
そ
ー

ゆ
ー
コ
メ
ン
ト
を
メ
ー
ル
で
く
れ
る
の

も
、
ヤ
メ
て
く
ん
な
い
。
き
み
は
本
物

の
自
然
と
対
峙
し
て
「
疲
れ
き
っ
て
る

自
分
」
に
カ
ツ
入
れ
て
き
た
ほ
う
が
よ

ろ
し
い
わ
。
ア
タ
シ
の
写
真
だ
け
ア
ッ

プ
さ
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
い
っ
て
る
わ

け
で
は
な
い
わ
よ
、
念
の
た
め
。
よ
ろ

し
く
ド
ー
ゾ
。

武
蔵
野
美
術
大
学
卒
、
24
歳

で
時
代
を
リ
ー
ド
し
た
雑
誌

『
ビ
ッ
ク
リ
ハ
ウ
ス
』
の
編
集

長
に
就
任
、
１
９
８
５
年
終

刊
ま
で
つ
と
め
る
。
現
在
は

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
、

講
演
活
動
な
ど
多
方
面
で
活

躍
。
著
書
に
『
ク
ラ
ス
で
ケ
ー

タ
イ
持
っ
て
な
い
の
僕
だ
け

な
ん
だ
け
ど
』
な
ど
多
数
。

「
元
気
な
ア
タ
シ
」
な
の
か
、「
疲
れ
て
る
ア
タ
シ
」
な
の
か
?!

自
然
の
な
か
に
身
を
置
い
て
み
ま
す
と
ね
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
貯
蔵
量
が
確
認
で
き
る
か
ら
オ
モ
シ
ロ
イ
。

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
量

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
　
高
橋
章
子
　



主治医　10月号　4

　
そ
の
理
由
は
、「
成
人
病
」
と
い
う
呼
称
で
は
、

加
齢
に
よ
り
50
歳
代
以
上
の
者
だ
け
が
発
病
・
罹
患

す
る
病
気
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
あ
っ
た
。「
生

活
習
慣
病
」
と
は
、
加
齢
だ
け
で
は
な
く
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
日
々
の
間
違
っ
た
生
活
習
慣
の
繰
り
返

し
、
さ
ら
に
そ
の
累
積
の
結
果
と
し
て
発
病
す
る
も

の
で
あ
り
、
₂0
歳
を
越
す
頃
か
ら
真
剣
に
予
防
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
逼
迫
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
食
生
活
の
欧
米
化
」、

運
動
不
足
、
喫
煙
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

生
活
習
慣
病
の
種
類

①
悪
性
新
生
物
（
癌
）

②
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）

③
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）

④
糖
尿
病

⑤
肥
満
症

⑥
高
血
圧
症

⑦
脂
質
異
常
症
（
＝
高
脂
血
症
）

生活習慣病
4 4 4 4 4  

医学博士　福田 伴
とも お

男

第10回

１
９
９
６
年
、
厚
生
労
働
省
は
、

そ
れ
ま
で
「
成
人
病
」
と
よ
ん
で
い
た
約
15
項
目
の
症
候
群
を
、

新
し
く
「
生
活
習
慣
病
」
と
し
て
提
唱
し
た
。⑧

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

⑨
高
尿
酸
血
症
（
痛
風
、
尿
管
結
石
な
ど
）

⑩
骨
粗
鬆
症

⑪
脂
肪
肝
（
肝
炎
を
含
む
）

⑫
膵
炎

⑬
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

⑭
動
脈
硬
化
症

⑮
歯
周
病

　「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
初

期
症
状
が
な
く
、
病
状
が
か
な
り
悪
化
し
た
段
階
に

至
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
様
々
な
警
報
ベ
ル
が
鳴
る
た

め
始
末
に
終
え
な
い
の
が
困
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞

な
ど
は
、
定
期
健
康
診
断
の
血
液
検
査
や
心
電
図
検

査
な
ど
で
た
ま
た
ま
異
常
所
見
が
出
て
、
再
診
ま
た

は
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
愕
然
と
し
て

来
院
を
さ
れ
る
人
が
大
変
多
い
。
横
綱
・
大
関
ク
ラ

ス
の
重
大
な
疾
患
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
若
年
層
（
₂0
歳
を
超
え
る
頃
）
か
ら
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あなたこそ
主 治 医

か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
店
を
お
持
ち
で
す
か
!?

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
。
し
か
し
「
情
報
」
は
氾
濫
し
、
や
や
も
す
れ
ば
誤
っ
た
知
識
に
お
ち
い
り
が
ち
で
す
。

確
か
な
健
康
相
談
は
、
信
頼
の
お
け
る
薬
局
・
薬
店
に
て
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
健
康
の
ご
相
談
、
薬
の
ご
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全
国
自
然
薬
研
究
会

た
り
と
し
た
有
酸
素
運
動
を
３６５
日
連
続
し
て
行

う
こ
と
。

②�

四
肢
の
筋
肉
、
胸
背
腹
の
筋
肉
、
心
肺
活
動
を

意
識
し
、
も
て
る
運
動
能
力
の
50
％
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
運
動
が
理
想
的
。

③�

過
激
な
運
動
は
厳
禁
。「
年
齢
・
体
力
相
応
」

を
念
頭
に
。

⑶
趣
味
・
休
養
：
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
の
で
、

一
概
に
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
が
む
ず
か
し
い
。

［
対
策
］

①�

肥
満
、
糖
尿
、
高
血
圧
、
癌
な
ど
の
予
防
対
策

と
な
る
趣
味
と
休
養
と
は
何
か
を
よ
く
考
え
る
。

②�

Ｔ
Ｖ
相
手
に
ゴ
ロ
寝
の
休
養
が
よ
い
と
は
限
ら

な
い
。

③�

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

④
喫
煙
は
厳
禁
。

医
学
博
士
・
福
田
医
院
院
長
。

昭
和
大
学
医
学
部
大
学
院
卒
。

著
書
：『
町
医
者
の
知
恵
袋
』、

『
カ
ラ
オ
ケ
健
康
法
』
な
ど

多
数
。

ひ
た
り
切
っ
て
い
る
悪
い
生
活
習
慣
を
、
ど
こ
が
ど

う
間
違
っ
て
い
る
の
か
を
よ
く
理
解
し
て
生
活
を
改

善
し
さ
え
す
れ
ば
、
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
な
く
、
か
な
り
有
効
に
予
防
可
能
な
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
努
力
が
肝
要
と
な
る
。

生
活
習
慣
病
の
誘
因
・
原
因
、
そ
の
対
策

⑴
食
生
活
：
大
変
重
要
な
問
題
で
、
偏
食
、
過
食
、

脂
肪
過
多
、
塩
分
過
剰
の
食
事
が
多
い
こ
と
。

［
対
策
］

①
脂
肪
・
塩
分
制
限
を
こ
こ
ろ
が
け
る
。

②
不
規
則
な
食
事
時
間
を
や
め
る
。

③�

糖
分
（
酒
類
、
果
物
、
菓
子
類
、
ジ
ュ
ー
ス
、

炭
酸
飲
料
な
ど
）
摂
取
を
控
え
る
。

⑵
運
動
不
足
：
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
で
見
受
け
ら
れ
る

の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

［
対
策
］

①�

沢
山
歩
け
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
に

注
意
。
歩
行
中
心
の
人
は
多
い
。
個
人
差
ま
た

は
体
力
的
差
異
、
年
齢
等
を
十
分
考
慮
し
て
行

う
。
強
調
し
た
い
の
は
、
全
身
を
使
っ
て
ゆ
っ
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そ
の
理
由
は
、「
成
人
病
」
と
い
う
呼
称
で
は
、

加
齢
に
よ
り
50
歳
代
以
上
の
者
だ
け
が
発
病
・
罹
患

す
る
病
気
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
あ
っ
た
。「
生

活
習
慣
病
」
と
は
、
加
齢
だ
け
で
は
な
く
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
日
々
の
間
違
っ
た
生
活
習
慣
の
繰
り
返

し
、
さ
ら
に
そ
の
累
積
の
結
果
と
し
て
発
病
す
る
も

の
で
あ
り
、
₂0
歳
を
越
す
頃
か
ら
真
剣
に
予
防
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
逼
迫
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
食
生
活
の
欧
米
化
」、

運
動
不
足
、
喫
煙
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

生
活
習
慣
病
の
種
類

①
悪
性
新
生
物
（
癌
）

②
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）

③
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）

④
糖
尿
病

⑤
肥
満
症

⑥
高
血
圧
症

⑦
脂
質
異
常
症
（
＝
高
脂
血
症
）

生活習慣病
4 4 4 4 4  

医学博士　福田 伴
とも お

男

第10回

１
９
９
６
年
、
厚
生
労
働
省
は
、

そ
れ
ま
で
「
成
人
病
」
と
よ
ん
で
い
た
約
15
項
目
の
症
候
群
を
、

新
し
く
「
生
活
習
慣
病
」
と
し
て
提
唱
し
た
。⑧

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

⑨
高
尿
酸
血
症
（
痛
風
、
尿
管
結
石
な
ど
）

⑩
骨
粗
鬆
症

⑪
脂
肪
肝
（
肝
炎
を
含
む
）

⑫
膵
炎

⑬
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

⑭
動
脈
硬
化
症

⑮
歯
周
病

　「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
初

期
症
状
が
な
く
、
病
状
が
か
な
り
悪
化
し
た
段
階
に

至
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
様
々
な
警
報
ベ
ル
が
鳴
る
た

め
始
末
に
終
え
な
い
の
が
困
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞

な
ど
は
、
定
期
健
康
診
断
の
血
液
検
査
や
心
電
図
検

査
な
ど
で
た
ま
た
ま
異
常
所
見
が
出
て
、
再
診
ま
た

は
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
愕
然
と
し
て

来
院
を
さ
れ
る
人
が
大
変
多
い
。
横
綱
・
大
関
ク
ラ

ス
の
重
大
な
疾
患
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
若
年
層
（
₂0
歳
を
超
え
る
頃
）
か
ら
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あなたこそ
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か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
店
を
お
持
ち
で
す
か
!?

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
。
し
か
し
「
情
報
」
は
氾
濫
し
、
や
や
も
す
れ
ば
誤
っ
た
知
識
に
お
ち
い
り
が
ち
で
す
。

確
か
な
健
康
相
談
は
、
信
頼
の
お
け
る
薬
局
・
薬
店
に
て
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
健
康
の
ご
相
談
、
薬
の
ご
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全
国
自
然
薬
研
究
会

た
り
と
し
た
有
酸
素
運
動
を
３６５
日
連
続
し
て
行

う
こ
と
。

②�

四
肢
の
筋
肉
、
胸
背
腹
の
筋
肉
、
心
肺
活
動
を

意
識
し
、
も
て
る
運
動
能
力
の
50
％
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
運
動
が
理
想
的
。

③�

過
激
な
運
動
は
厳
禁
。「
年
齢
・
体
力
相
応
」

を
念
頭
に
。

⑶
趣
味
・
休
養
：
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
の
で
、

一
概
に
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
が
む
ず
か
し
い
。

［
対
策
］

①�

肥
満
、
糖
尿
、
高
血
圧
、
癌
な
ど
の
予
防
対
策

と
な
る
趣
味
と
休
養
と
は
何
か
を
よ
く
考
え
る
。

②�

Ｔ
Ｖ
相
手
に
ゴ
ロ
寝
の
休
養
が
よ
い
と
は
限
ら

な
い
。

③�

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

④
喫
煙
は
厳
禁
。

医
学
博
士
・
福
田
医
院
院
長
。

昭
和
大
学
医
学
部
大
学
院
卒
。

著
書
：『
町
医
者
の
知
恵
袋
』、

『
カ
ラ
オ
ケ
健
康
法
』
な
ど

多
数
。

ひ
た
り
切
っ
て
い
る
悪
い
生
活
習
慣
を
、
ど
こ
が
ど

う
間
違
っ
て
い
る
の
か
を
よ
く
理
解
し
て
生
活
を
改

善
し
さ
え
す
れ
ば
、
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
な
く
、
か
な
り
有
効
に
予
防
可
能
な
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
努
力
が
肝
要
と
な
る
。

生
活
習
慣
病
の
誘
因
・
原
因
、
そ
の
対
策

⑴
食
生
活
：
大
変
重
要
な
問
題
で
、
偏
食
、
過
食
、

脂
肪
過
多
、
塩
分
過
剰
の
食
事
が
多
い
こ
と
。

［
対
策
］

①
脂
肪
・
塩
分
制
限
を
こ
こ
ろ
が
け
る
。

②
不
規
則
な
食
事
時
間
を
や
め
る
。

③�

糖
分
（
酒
類
、
果
物
、
菓
子
類
、
ジ
ュ
ー
ス
、

炭
酸
飲
料
な
ど
）
摂
取
を
控
え
る
。

⑵
運
動
不
足
：
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
で
見
受
け
ら
れ
る

の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

［
対
策
］

①�

沢
山
歩
け
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
に

注
意
。
歩
行
中
心
の
人
は
多
い
。
個
人
差
ま
た

は
体
力
的
差
異
、
年
齢
等
を
十
分
考
慮
し
て
行

う
。
強
調
し
た
い
の
は
、
全
身
を
使
っ
て
ゆ
っ
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「
レ
オ
」
の
由
来

横
手

　
ま
ず
お
名
前
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で

す
が
、
本
名
は
森
本
治は
る
ゆ
き行

さ
ん
。
芸
名
の
「
レ
オ
」

と
い
う
名
前
の
由
来
は
？

森
本

　
は
い
。
僕
は
名
古
屋
の
出
身
な
の
で
す
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
で
「
高
校
生
時
代
」
と
い
う
番
組
が

２
年
間
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
不
良
高
校
生
役
で
出
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
僕
は
芝
居
の
こ
と
も

よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
台
本
通
り
で
な
く
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
ア
ド
リ
ブ
で
喋
っ
て
た
ん
で
す
よ
。

そ
し
た
ら
、
す
ご
く
叱
ら
れ
た
の
で
す
が
、
２
割
く

ら
い
の
人
が
「
あ
い
つ
は
面
白
い
よ
」
と
か
ば
っ
て

く
れ
て
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
東
海
ラ
ジ
オ
で
デ
ィ

ス
ク
ジ
ョ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

横
手

　「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
東
海
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
で
す
ね
。

森
本

　
え
え
、
そ
の
と
き
に
、「
何
で
も
喋
れ
」
と

い
わ
れ
て
、
ま
だ
若
い
も
の
で
す
か
ら
「
こ
の
前
さ
、

オ
レ
さ
あ
」
っ
て
、
当
時
喫
茶
店
で
話
し
て
い
る
よ

う
に
喋
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
、
ま
た
え
ら
く

叱
ら
れ
ま
し
て
ね
。「
放
送
局
の
責
任
し
ょ
っ
て
る

ん
だ
か
ら
、
僕
と
か
わ
た
く
し
と
か
い
え
！
」
っ
て
。

横
手

　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。

森
本

　
そ
れ
で
や
っ
て
み
る
と
、
何
か
居
心
地
悪
く

て
気
持
ち
も
悪
い
ん
で
す
よ
、「
そ
れ
で
は
私
が
」

な
ん
て
い
う
と
。
で
、
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
「
芸
名

を
森
本
オ
レ
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
い
っ
た
ん

で
す
。

養生の薬を飲もう
健康鼎談

俳優

お客様　森本レオさん

もりもと・れお／１９４３年、名古屋生まれ。俳優、
ナレーター、タレント。日本大学藝術学部卒業。Ｎ
ＨＫ名古屋「高校生時代」（１９６７年）で俳優デ
ビュー。１９７２年からは東京で活動、数多くのテ
レビドラマ、映画に出演している。「ショムニ」（テ
レビドラマ）で幅広いファン層を獲得、「きかん
しゃトーマス」のナレーションをはじめ、近年、ナ
レーターとしても人気を博す。
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て
、
急
遽
３
カ
月
や
る
こ
と
に
な
り
、
３
カ
月
や
っ

た
ら
ま
た
ハ
ガ
キ
が
わ
ん
さ
と
き
て
、
結
局
４
年
以

上
続
い
て
、
森
本
レ
オ
と
い
う
の
が
定
着
し
た
ん
で

す
。

「
黄
色
い
涙
」
の
思
い
出

横
手

　
そ
れ
が
名
古
屋
に
い
ら
し
た
頃
の
お
話
で
す

ね
。

森
本

　
そ
う
で
す
ね
。
24
歳
か
ら
29
歳
ま
で
、
５
年

近
く
で
す
ね
。

横
手

　「
パ
ン
ジ
ャ
荘
の
時
代
」、
と
い
う
そ
う
で
す

養生の薬を飲もう
本日のお客様は、俳優の森本レオさんです。森本さんは飄

ひようひよう
々と

した雰囲気と、おっとりとした口調で、テレビや映画の世界で
今やなくてはならない存在です。
本日は、ナレーターとしても大変人気のある森本さんから、い
ろいろお話を伺いたいと思います。自然薬アドバイザーには、
宮下初枝先生をお迎えしました。

横
手

　
森
本
オ
レ
？

森
本

　
女
の
子
が
「
ヨ
シ
エ
ね
え
」
っ
て
自
分
の
こ

と
い
う
よ
う
に
、「
オ
レ
が
さ
あ
」
っ
て
い
え
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
う
し
た
ら
、「
俺
を
馬
鹿
に
し
と

る
の
か
！
」
っ
て
ポ
ス
タ
ー
で
頭
叩
か
れ
ま
し
て
。

横
手
・
宮
下

　
あ
は
は
は
は
。

森
本

　
そ
の
頃
ジ
ャ
ズ
メ
ン
と
仲
良
く
遊
ん
で
ま
し

て
、
当
時
の
ジ
ャ
ズ
の
人
た
ち
っ
て
、
言
葉
を
ひ
っ

く
り
返
す
ん
で
す
よ
。
ズ
ボ
ン
を
ボ
ン
ズ
、
お
金
を

ネ
ー
カ
、
女
性
は
ナ
オ
ン
っ
て
い
う
ふ
う
に
。
そ
れ

が
何
か
粋
に
感
じ
る
ん
で
す
ね
。
で
、
オ
レ
を
ひ
っ

く
り
返
し
て「
レ
オ
が
よ
」っ
て
、「
こ
れ
で
ど
う
だ
っ

て
!?
」
話
を
し
た
ら
、「
レ
オ
な
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
大

帝
み
た
い
で
い
い
か
」、
と
い
う
ん
で
、
レ
オ
に
な
っ

た
ん
で
す
。

横
手

　
ほ
う
。

森
本

　
で
も
、「
お
前
は
生
意
気
だ
か
ら
ひ
と
月
で

ク
ビ
だ
」、
と
い
わ
れ
て
。
ク
ビ
に
な
る
の
に
行
儀

よ
く
や
っ
て
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
番
組
の
な

か
で
「
オ
レ
が
さ
あ
、
っ
て
い
う
と
、
叱
ら
れ
る
ん

だ
ぜ
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
お
」
っ
て
、
生
放
送
を

よ
い
事
に
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
氏
を
悪
役
に
し
ち
ゃ
っ

て
。

横
手

　
は
っ
は
っ
は
。

森
本

　
だ
け
ど
、
ほ
ん
と
に
運
が
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

「
長
期
使
う
ぞ
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
ど
こ
か
萎
縮
し

た
で
し
ょ
う
が
、「
ひ
と
月
で
ク
ビ
だ
」
っ
て
い
わ

れ
た
の
で
、「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
じ
ゃ
な
い
よ
、
オ

レ
ひ
っ
く
り
返
し
て
レ
オ
だ
よ
っ
」
と
か
い
っ
て
、

わ
が
ま
ま
放
題
や
っ
て
た
。
そ
れ
が
ま
た
ど
う
い
う

わ
け
か
ウ
ケ
た
ら
し
く
て
、
ハ
ガ
キ
が
い
っ
ぱ
い
き

聞き手／横
よこ

手
て

久
ひさのり

典
カポニー産業株式会社代表取締役社長
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「
レ
オ
」
の
由
来

横
手

　
ま
ず
お
名
前
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で

す
が
、
本
名
は
森
本
治は
る
ゆ
き行

さ
ん
。
芸
名
の
「
レ
オ
」

と
い
う
名
前
の
由
来
は
？

森
本

　
は
い
。
僕
は
名
古
屋
の
出
身
な
の
で
す
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
で
「
高
校
生
時
代
」
と
い
う
番
組
が

２
年
間
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
不
良
高
校
生
役
で
出
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
僕
は
芝
居
の
こ
と
も

よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
台
本
通
り
で
な
く
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
ア
ド
リ
ブ
で
喋
っ
て
た
ん
で
す
よ
。

そ
し
た
ら
、
す
ご
く
叱
ら
れ
た
の
で
す
が
、
２
割
く

ら
い
の
人
が
「
あ
い
つ
は
面
白
い
よ
」
と
か
ば
っ
て

く
れ
て
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
東
海
ラ
ジ
オ
で
デ
ィ

ス
ク
ジ
ョ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

横
手

　「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
東
海
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
で
す
ね
。

森
本

　
え
え
、
そ
の
と
き
に
、「
何
で
も
喋
れ
」
と

い
わ
れ
て
、
ま
だ
若
い
も
の
で
す
か
ら
「
こ
の
前
さ
、

オ
レ
さ
あ
」
っ
て
、
当
時
喫
茶
店
で
話
し
て
い
る
よ

う
に
喋
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
、
ま
た
え
ら
く

叱
ら
れ
ま
し
て
ね
。「
放
送
局
の
責
任
し
ょ
っ
て
る

ん
だ
か
ら
、
僕
と
か
わ
た
く
し
と
か
い
え
！
」
っ
て
。

横
手

　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。

森
本

　
そ
れ
で
や
っ
て
み
る
と
、
何
か
居
心
地
悪
く

て
気
持
ち
も
悪
い
ん
で
す
よ
、「
そ
れ
で
は
私
が
」

な
ん
て
い
う
と
。
で
、
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
「
芸
名

を
森
本
オ
レ
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
い
っ
た
ん

で
す
。

養生の薬を飲もう
健康鼎談

俳優

お客様　森本レオさん

もりもと・れお／１９４３年、名古屋生まれ。俳優、
ナレーター、タレント。日本大学藝術学部卒業。Ｎ
ＨＫ名古屋「高校生時代」（１９６７年）で俳優デ
ビュー。１９７２年からは東京で活動、数多くのテ
レビドラマ、映画に出演している。「ショムニ」（テ
レビドラマ）で幅広いファン層を獲得、「きかん
しゃトーマス」のナレーションをはじめ、近年、ナ
レーターとしても人気を博す。
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て
、
急
遽
３
カ
月
や
る
こ
と
に
な
り
、
３
カ
月
や
っ

た
ら
ま
た
ハ
ガ
キ
が
わ
ん
さ
と
き
て
、
結
局
４
年
以

上
続
い
て
、
森
本
レ
オ
と
い
う
の
が
定
着
し
た
ん
で

す
。

「
黄
色
い
涙
」
の
思
い
出

横
手

　
そ
れ
が
名
古
屋
に
い
ら
し
た
頃
の
お
話
で
す

ね
。

森
本

　
そ
う
で
す
ね
。
24
歳
か
ら
29
歳
ま
で
、
５
年

近
く
で
す
ね
。

横
手

　「
パ
ン
ジ
ャ
荘
の
時
代
」、
と
い
う
そ
う
で
す

養生の薬を飲もう
本日のお客様は、俳優の森本レオさんです。森本さんは飄

ひようひよう
々と

した雰囲気と、おっとりとした口調で、テレビや映画の世界で
今やなくてはならない存在です。
本日は、ナレーターとしても大変人気のある森本さんから、い
ろいろお話を伺いたいと思います。自然薬アドバイザーには、
宮下初枝先生をお迎えしました。

横
手

　
森
本
オ
レ
？

森
本

　
女
の
子
が
「
ヨ
シ
エ
ね
え
」
っ
て
自
分
の
こ

と
い
う
よ
う
に
、「
オ
レ
が
さ
あ
」
っ
て
い
え
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
う
し
た
ら
、「
俺
を
馬
鹿
に
し
と

る
の
か
！
」
っ
て
ポ
ス
タ
ー
で
頭
叩
か
れ
ま
し
て
。

横
手
・
宮
下

　
あ
は
は
は
は
。

森
本

　
そ
の
頃
ジ
ャ
ズ
メ
ン
と
仲
良
く
遊
ん
で
ま
し

て
、
当
時
の
ジ
ャ
ズ
の
人
た
ち
っ
て
、
言
葉
を
ひ
っ

く
り
返
す
ん
で
す
よ
。
ズ
ボ
ン
を
ボ
ン
ズ
、
お
金
を

ネ
ー
カ
、
女
性
は
ナ
オ
ン
っ
て
い
う
ふ
う
に
。
そ
れ

が
何
か
粋
に
感
じ
る
ん
で
す
ね
。
で
、
オ
レ
を
ひ
っ

く
り
返
し
て「
レ
オ
が
よ
」っ
て
、「
こ
れ
で
ど
う
だ
っ

て
!?
」
話
を
し
た
ら
、「
レ
オ
な
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
大

帝
み
た
い
で
い
い
か
」、
と
い
う
ん
で
、
レ
オ
に
な
っ

た
ん
で
す
。

横
手

　
ほ
う
。

森
本

　
で
も
、「
お
前
は
生
意
気
だ
か
ら
ひ
と
月
で

ク
ビ
だ
」、
と
い
わ
れ
て
。
ク
ビ
に
な
る
の
に
行
儀

よ
く
や
っ
て
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
番
組
の
な

か
で
「
オ
レ
が
さ
あ
、
っ
て
い
う
と
、
叱
ら
れ
る
ん

だ
ぜ
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
お
」
っ
て
、
生
放
送
を

よ
い
事
に
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
氏
を
悪
役
に
し
ち
ゃ
っ

て
。

横
手

　
は
っ
は
っ
は
。

森
本

　
だ
け
ど
、
ほ
ん
と
に
運
が
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

「
長
期
使
う
ぞ
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
ど
こ
か
萎
縮
し

た
で
し
ょ
う
が
、「
ひ
と
月
で
ク
ビ
だ
」
っ
て
い
わ

れ
た
の
で
、「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
じ
ゃ
な
い
よ
、
オ

レ
ひ
っ
く
り
返
し
て
レ
オ
だ
よ
っ
」
と
か
い
っ
て
、

わ
が
ま
ま
放
題
や
っ
て
た
。
そ
れ
が
ま
た
ど
う
い
う

わ
け
か
ウ
ケ
た
ら
し
く
て
、
ハ
ガ
キ
が
い
っ
ぱ
い
き

聞き手／横
よこ

手
て

久
ひさのり

典
カポニー産業株式会社代表取締役社長
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ね
。

森
本

　
そ
の
頃
、
若
い
連
中
が
よ
く
う
ち
に
来
て
て
、

「
名
古
屋
に
新
し
い
文
化
圏
を
つ
く
ろ
う
」
み
た
い

な
話
で
盛
り
上
が
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
僕
が

レ
オ
な
ん
で
、パ
ン
ジ
ャ
荘（
注
：
パ
ン
ジ
ャ
は「
ジ
ャ

ン
グ
ル
大
帝
」
の
レ
オ
の
父
親
の
名
前
）
に
な
っ
て
。

横
手

　
そ
れ
か
ら
東
京
に
出
て
こ
ら
れ
て
活
躍
さ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
な
さ
っ
た
役
で
好
き

だ
っ
た
も
の
と
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。

森
本

　
そ
う
で
す
ね
え
…
…
、
自
分
の
な
か
で
一
番

と
い
え
る
の
が
「
黄
色
い
涙
」
と
い
う
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

銀
河
テ
レ
ビ
小
説
で
す
ね
。
懇
意
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
つ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
だ
っ
た
鈴
木
基
治
先
生
が
「
引
退
す
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
や
り
た
い
も
の
や
ら
し
て
や

る
の
で
、
何
か
ネ
タ
も
っ
て
こ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
れ
た
の
で
、
僕
が
大
好
き
だ
っ
た
永
島
慎
二
さ

ん
の
マ
ン
ガ
『
若
者
た
ち
』
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
で

す
。「
売
れ
な
い
漫
画
家
、
売
れ
な
い
演
歌
歌
手
志

望
者
、
売
れ
な
い
絵
描
き
、
売
れ
な
い
詩
人
、
こ
の

４
人
が
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
小
さ
い
ア
パ
ー
ト
で

一
緒
に
暮
し
て
、
や
が
て
季
節
と
と
も
に
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
い
く
」、
と
い
う
話
で
、
ち
ょ
う
ど
僕
ん

ち
で
や
っ
て
た
風
景
と
同
じ
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
こ
れ
を

や
り
た
い
、
と
。

横
手

　
ほ
う
。

森
本

　
監
督
も
ひ
ど
く
乗
っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

当
時
は
「
マ
ン
ガ
は
文
学
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
風
潮

だ
っ
た
の
で
、
当
然
横
槍
が
入
っ
て
。
で
も
、
鈴
木

さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
結
局
、
岸
辺
シ
ロ
ー

ち
ゃ
ん
、
下
條
ア
ト
ム
君
、
長
澄
修
君
と
僕
と
で
や

り
ま
し
た
。
毎
晩
の
よ
う
に
ホ
テ
ル
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
て
、
み
ん
な
「
こ
れ
、
悪
い
け
ど
俺
が
主

役
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
る
ぜ
」
っ
て
（
笑
）。
そ
れ

で
、
出
来
上
が
っ
て
放
送
さ
れ
た
ら
、
銀
河
ド
ラ
マ

始
ま
っ
て
以
来
の
も
の
す
ご
い
数
の
投
書
が
１
年
以

上
も
き
て
…
…
、
だ
か
ら
、
僕
ら
の
な
か
で
、
こ
れ

は
金
字
塔
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

横
手

　
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。

森
本

　
そ
の
と
き
思
っ
た
の
は
、
友
情
っ
て
言
葉
は

部
外
者
が
い
う
こ
と
だ
、
と
。
ド
ラ
マ
の
な
か
の
友

情
と
、
シ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
と
の
友
情
が
ダ
ブ
っ
て

く
る
の
で
す
が
、
み
ん
な
寂
し
い
か
ら
寄
り
添
っ
て

て
、
孤
独
だ
か
ら
寄
り
添
っ
て
て
、
一
番
人
種
が
近

い
か
ら
寄
り
添
っ
て
る
け
ど
、
近
い
と
思
っ
て
る
分

だ
け
、
す
ご
い
嫉
妬
心
や
怯
え
が
溢
れ
返
っ
て
る
。

で
も
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
、
み
ん
な
が
上
へ
上
へ
、

い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
あ
え
ぎ
が
、
傍は
た

か
ら
み

る
と
、
友
情
と
い
う
輝
き
に
み
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。
友
情
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
持
ち
同
士
の
闘
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
ん
な

こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
ね
。

横
手

　
そ
う
で
す
か
。

森
本

　
言
葉
っ
て
呪
い
で
す
か
ら
ね
、
ホ
ン
ト
。
友

情
と
か
愛
情
と
か
っ
て
い
う
言
葉
で
相
手
を
縛
り
つ

け
る
と
、
こ
れ
は
も
う
、
脅
迫
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

…
…
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
自
分
の
口
か
ら
は
、
い
っ

ち
ゃ
あ
い
け
な
い
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
僕
は

思
っ
て
る
ん
で
す
。

レ
オ
節
の
源
泉
は
母
の
子
守
唄

横
手

　
森
本
さ
ん
独
特
の
レ
オ
節
は
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
？

森
本

　
僕
は
、
名
古
屋
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
鈴

木
先
生
か
ら
、
演
技
や
朗
読
の
基
本
を
教
え
ら
れ
た

ん
で
す
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
「
お
前
は
何

か
違
う
。
名
古
屋
の
訛
り
が
抜
け
な
い
け
ど
、
抜
か

な
く
て
い
い
」
と
。
で
、
後
年
、
先
生
が
お
袋
と
話

を
し
て
、後
日
、「
あ
あ
、お
前
は
お
母
さ
ん
の
声
か
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

横
手

　
お
母
さ
ん
の
？

森
本

　
母
は
香
川
の
人
間
な
ん
で
す
が
、
歌
っ
て
く

れ
る
子
守
唄
の
節
回
し
が
普
通
と
ち
ょ
っ
と
違
う
ん

で
す
よ
。
あ
と
で
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
や
ら

四
国
の
お
遍
路
さ
ん

の
御
詠
歌
の
こ
こ
ろ

0

0

0

が
入
っ
て
る
ん
で
す

ね
。

横
手

　
ほ
う
。

森
本

　
お
袋
は
昔
、

健康鼎談
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芸
者
を
し
て
い
て
三
味
線
も
弾
け
た
ん
で
…
…
。
だ

か
ら
新
内
節
と
か
、
そ
の
辺
の
御
詠
歌
の
よ
う
な
歌

が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
よ
。
た
と

え
ば
、
標
準
語
に
は
母
音
が
五
つ
し
か
な
い
で
す
が
、

母
の
歌
、
あ
る
い
は
言
葉
に
は
、
母
音
が
八
つ
く
ら

い
あ
っ
た
…
…
。「
う
ぃ
、う
ぇ
、う
ぉ
」、み
た
い
に
、

繊
細
・
微
妙
な
母
音
が
…
…
。
そ
れ
か
ら
、
普
通
の

「
あ
」
の
ほ
か
に
、少
し
立
ち
す
く
ん
だ
よ
う
な
「
あ
」

が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
の
を
、
母
の
子
守
唄

か
ら
、
僕
は
吸
収
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

横
手

　
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
が
森
本
さ
ん
の
語
り
口
に

な
っ
て
い
る
…
…
、
と
。

森
本

　
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
も
最
初
は
こ
う
で

し
た
よ
。「
何
で
寝
ぼ
け
た
読
み
方
し
て
ん
だ
！
」

な
ん
で
す
…
…
、
で
も
、
好
き
だ
と
い
っ
て
く
れ
る

人
が
い
て
、
そ
れ
で
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

横
手

　
森
本
さ
ん
の
優
し
い
語
り
口
が
大
好
き
だ
と

い
う
フ
ァ
ン
が
、
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
ら
ね
。

森
本

　「
は
い
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」

呼
吸
の
「
大
事
」
は
「
吐
く
息
」
！

横
手

　
こ
れ
ま
で
、
病
気
を
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
。

森
本

　
去
年
の
２
月
28
日
に
、
突
如
、
心
筋
梗
塞
、

と
い
う
か
狭
心
症
っ
て
や
つ
に
襲
わ
れ
ま
し
て
ね

…
…
、
い
や
あ
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
朝
起
き

た
ら
、
心
臓
が
何
か
ひ
ど
く
苦
し
く
て
、
胸
焼
け
し

た
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
ね
、
脂
汗
を
い
っ
ぱ
い
か

い
て
い
て
。
お
か
し
い
な
あ
、
こ
り
ゃ
胃
が
悪
い
ん

だ
、
な
ど
と
思
っ
て
、
水
を
飲
ん
だ
の
で
す
が
、
一

向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
と
き
っ
て
、
人
間
、

器
が
歴
然
と
し
ま
す
よ
ね
。
救
急
車
よ
ぼ
う
か
な
、

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
も
し
も
「
た
だ
の
胃
も
た
れ

だ
」
っ
て
診
断
だ
っ
た
ら
、
申
し
訳
が
な
い
な
あ
っ

て
、
ひ
た
す
ら
躊
躇
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、

水
飲
ん
だ
り
、
野
菜
食
べ
た
り
し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
ダ
メ
で
、
30
分
我
慢
し
て
、
ど
う
に
も
耐
え
き
れ

ず
に
、
119
番
に
電
話
し
て
救
急
車
に
き
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
。

横
手

　
い
や
あ
、で
も
、そ
う
し
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

森
本

　
そ
の
段
階
で
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、

救
急
隊
の
人
が
「
あ
な
た
、
こ
れ
っ
て
、
正
真
正
銘

の
、
つ
ま
り
嘘
じ
ゃ
な
い
、
心
筋
梗
塞
の
一
歩
手
前
、

狭
心
症
で
す
よ
」
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
。
そ
の
と
き
、

ほ
ん
と
に
情
け
な
く
感
じ
た
の
は
、「
あ
あ
、
よ
か
っ

た
！
」
っ
て
い
う
（
笑
）、
こ
れ
で
叱
ら
れ
な
く
て

す
む
、
っ
て
い
う
気
持
ち
…
…
で
し
た
か
…
…
、
ね
。

宮
下
・
横
手

　
は
っ
は
っ
は
。

森
本

　
そ
れ
で
、
病
院
に
着
い
た
ら
「
も
う
ち
ょ
っ

と
遅
か
っ
た
ら
、
死
ん
で
ま
す
よ
」
と
い
わ
れ
て
。

す
ぐ
に
手
術
、
そ
れ
か
ら
ス
テ
ン
ト
挿
入
で
、
結
局

10
日
間
入
院
し
ま
し
た
。

宮
下

　
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
人
っ
て
、
朝
、
起
き
て

か
ら
３
時
間
以
内
が
多
い
ん
で
す
よ
。
目
覚
め
直
後

は
血
圧
が
上
が
っ
て
い
て
酸
素
欠
乏
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
。
寝
た
ま
ま
で
、
ま
ず
深
呼
吸
し
て
酸

素
を
供
給
し
な
い
と
、
ね
。
よ
く
申
し
あ
げ
る
の
で

す
が
、
起
き
た
ら
、
ま
ず
ふ
ー
っ
と
息
を
吐
い
て
く

だ
さ
い
。
吐
か
な
い
と
、
入
ら
な
い
で
し
ょ
う
？

　

吐
く
息
を
長
く
す
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

森
本

　
な
る
ほ
ど
ね
。

宮
下

　
普
通
は
最
初
に
吸
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ダ
メ

な
ん
で
す
ね
。
先
に
、
ふ
ー
っ
、
と
思
い
っ
切
り
吐

い
て
か
ら
吸
い
ま
す
と
、
今
し
て
い
る
呼
吸
の
８
倍

の
酸
素
が
吸
え
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
息
を
止
め
て
、

丹た
ん
で
ん田

に
力
を
入
れ
て
い
き
む
と
、
血
液
の
流
れ
が
よ

く
な
り
ま
す
。

森
本

　
丹
田
っ
て
、
お
臍
の
下
で
す
よ
ね
？

宮
下

　
え
え
、
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
松
寿
仙
を
飲
ん

で
１
日
、
で
き
れ
ば
朝
昼
晩
、
５
回
ず
つ
な
さ
る
と

よ
い
で
す
よ
。
大お
お
ご
と事

の
と
き
に
は
、
た
め
息
み
た
い

に
ふ
ー
っ
、
ふ
ー
っ
と
吐
け
ば
自
然
に
酸
素
が
入
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
足
が
攣つ

る
と
き
―
―
こ
れ
は
、「
こ

む
ら
返
り
」
と
も
い
い
ま
す
よ
ね
、
こ
れ
も
足
の
冷

え
と
酸
素
欠
乏
な
ん
で
す
。
足
の
貧
血
と
も
い
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
も
深
呼
吸
を
し
て
く
だ
さ
い
。
50

回
く
ら
い
、
と
に
か
く
息
を
ふ
ー
っ
と
吐
い
て
、
足

を
さ
す
る
と
い
い
の
で
す
。

横
手

　
な
る
ほ
ど
。
つ
ま
り
、
呼
吸
っ
て
吐
く
息
が
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ね
。

森
本

　
そ
の
頃
、
若
い
連
中
が
よ
く
う
ち
に
来
て
て
、

「
名
古
屋
に
新
し
い
文
化
圏
を
つ
く
ろ
う
」
み
た
い

な
話
で
盛
り
上
が
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
僕
が

レ
オ
な
ん
で
、パ
ン
ジ
ャ
荘（
注
：
パ
ン
ジ
ャ
は「
ジ
ャ

ン
グ
ル
大
帝
」
の
レ
オ
の
父
親
の
名
前
）
に
な
っ
て
。

横
手

　
そ
れ
か
ら
東
京
に
出
て
こ
ら
れ
て
活
躍
さ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
な
さ
っ
た
役
で
好
き

だ
っ
た
も
の
と
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。

森
本

　
そ
う
で
す
ね
え
…
…
、
自
分
の
な
か
で
一
番

と
い
え
る
の
が
「
黄
色
い
涙
」
と
い
う
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

銀
河
テ
レ
ビ
小
説
で
す
ね
。
懇
意
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
つ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
だ
っ
た
鈴
木
基
治
先
生
が
「
引
退
す
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
や
り
た
い
も
の
や
ら
し
て
や

る
の
で
、
何
か
ネ
タ
も
っ
て
こ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
れ
た
の
で
、
僕
が
大
好
き
だ
っ
た
永
島
慎
二
さ

ん
の
マ
ン
ガ
『
若
者
た
ち
』
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
で

す
。「
売
れ
な
い
漫
画
家
、
売
れ
な
い
演
歌
歌
手
志

望
者
、
売
れ
な
い
絵
描
き
、
売
れ
な
い
詩
人
、
こ
の

４
人
が
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
小
さ
い
ア
パ
ー
ト
で

一
緒
に
暮
し
て
、
や
が
て
季
節
と
と
も
に
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
い
く
」、
と
い
う
話
で
、
ち
ょ
う
ど
僕
ん

ち
で
や
っ
て
た
風
景
と
同
じ
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
こ
れ
を

や
り
た
い
、
と
。

横
手

　
ほ
う
。

森
本

　
監
督
も
ひ
ど
く
乗
っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

当
時
は
「
マ
ン
ガ
は
文
学
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
風
潮

だ
っ
た
の
で
、
当
然
横
槍
が
入
っ
て
。
で
も
、
鈴
木

さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
結
局
、
岸
辺
シ
ロ
ー

ち
ゃ
ん
、
下
條
ア
ト
ム
君
、
長
澄
修
君
と
僕
と
で
や

り
ま
し
た
。
毎
晩
の
よ
う
に
ホ
テ
ル
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
て
、
み
ん
な
「
こ
れ
、
悪
い
け
ど
俺
が
主

役
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
る
ぜ
」
っ
て
（
笑
）。
そ
れ

で
、
出
来
上
が
っ
て
放
送
さ
れ
た
ら
、
銀
河
ド
ラ
マ

始
ま
っ
て
以
来
の
も
の
す
ご
い
数
の
投
書
が
１
年
以

上
も
き
て
…
…
、
だ
か
ら
、
僕
ら
の
な
か
で
、
こ
れ

は
金
字
塔
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

横
手

　
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。

森
本

　
そ
の
と
き
思
っ
た
の
は
、
友
情
っ
て
言
葉
は

部
外
者
が
い
う
こ
と
だ
、
と
。
ド
ラ
マ
の
な
か
の
友

情
と
、
シ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
と
の
友
情
が
ダ
ブ
っ
て

く
る
の
で
す
が
、
み
ん
な
寂
し
い
か
ら
寄
り
添
っ
て

て
、
孤
独
だ
か
ら
寄
り
添
っ
て
て
、
一
番
人
種
が
近

い
か
ら
寄
り
添
っ
て
る
け
ど
、
近
い
と
思
っ
て
る
分

だ
け
、
す
ご
い
嫉
妬
心
や
怯
え
が
溢
れ
返
っ
て
る
。

で
も
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
、
み
ん
な
が
上
へ
上
へ
、

い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
あ
え
ぎ
が
、
傍は
た

か
ら
み

る
と
、
友
情
と
い
う
輝
き
に
み
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。
友
情
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
持
ち
同
士
の
闘
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
ん
な

こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
ね
。

横
手

　
そ
う
で
す
か
。

森
本

　
言
葉
っ
て
呪
い
で
す
か
ら
ね
、
ホ
ン
ト
。
友

情
と
か
愛
情
と
か
っ
て
い
う
言
葉
で
相
手
を
縛
り
つ

け
る
と
、
こ
れ
は
も
う
、
脅
迫
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

…
…
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
自
分
の
口
か
ら
は
、
い
っ

ち
ゃ
あ
い
け
な
い
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
僕
は

思
っ
て
る
ん
で
す
。

レ
オ
節
の
源
泉
は
母
の
子
守
唄

横
手

　
森
本
さ
ん
独
特
の
レ
オ
節
は
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
？

森
本

　
僕
は
、
名
古
屋
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
鈴

木
先
生
か
ら
、
演
技
や
朗
読
の
基
本
を
教
え
ら
れ
た

ん
で
す
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
「
お
前
は
何

か
違
う
。
名
古
屋
の
訛
り
が
抜
け
な
い
け
ど
、
抜
か

な
く
て
い
い
」
と
。
で
、
後
年
、
先
生
が
お
袋
と
話

を
し
て
、後
日
、「
あ
あ
、お
前
は
お
母
さ
ん
の
声
か
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

横
手

　
お
母
さ
ん
の
？

森
本

　
母
は
香
川
の
人
間
な
ん
で
す
が
、
歌
っ
て
く

れ
る
子
守
唄
の
節
回
し
が
普
通
と
ち
ょ
っ
と
違
う
ん

で
す
よ
。
あ
と
で
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
や
ら

四
国
の
お
遍
路
さ
ん

の
御
詠
歌
の
こ
こ
ろ

0

0

0

が
入
っ
て
る
ん
で
す

ね
。

横
手

　
ほ
う
。

森
本

　
お
袋
は
昔
、
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芸
者
を
し
て
い
て
三
味
線
も
弾
け
た
ん
で
…
…
。
だ

か
ら
新
内
節
と
か
、
そ
の
辺
の
御
詠
歌
の
よ
う
な
歌

が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
よ
。
た
と

え
ば
、
標
準
語
に
は
母
音
が
五
つ
し
か
な
い
で
す
が
、

母
の
歌
、
あ
る
い
は
言
葉
に
は
、
母
音
が
八
つ
く
ら

い
あ
っ
た
…
…
。「
う
ぃ
、う
ぇ
、う
ぉ
」、み
た
い
に
、

繊
細
・
微
妙
な
母
音
が
…
…
。
そ
れ
か
ら
、
普
通
の

「
あ
」
の
ほ
か
に
、少
し
立
ち
す
く
ん
だ
よ
う
な
「
あ
」

が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
の
を
、
母
の
子
守
唄

か
ら
、
僕
は
吸
収
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

横
手

　
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
が
森
本
さ
ん
の
語
り
口
に

な
っ
て
い
る
…
…
、
と
。

森
本

　
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
も
最
初
は
こ
う
で

し
た
よ
。「
何
で
寝
ぼ
け
た
読
み
方
し
て
ん
だ
！
」

な
ん
で
す
…
…
、
で
も
、
好
き
だ
と
い
っ
て
く
れ
る

人
が
い
て
、
そ
れ
で
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

横
手

　
森
本
さ
ん
の
優
し
い
語
り
口
が
大
好
き
だ
と

い
う
フ
ァ
ン
が
、
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
ら
ね
。

森
本

　「
は
い
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」

呼
吸
の
「
大
事
」
は
「
吐
く
息
」
！

横
手

　
こ
れ
ま
で
、
病
気
を
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
。

森
本

　
去
年
の
２
月
28
日
に
、
突
如
、
心
筋
梗
塞
、

と
い
う
か
狭
心
症
っ
て
や
つ
に
襲
わ
れ
ま
し
て
ね

…
…
、
い
や
あ
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
朝
起
き

た
ら
、
心
臓
が
何
か
ひ
ど
く
苦
し
く
て
、
胸
焼
け
し

た
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
ね
、
脂
汗
を
い
っ
ぱ
い
か

い
て
い
て
。
お
か
し
い
な
あ
、
こ
り
ゃ
胃
が
悪
い
ん

だ
、
な
ど
と
思
っ
て
、
水
を
飲
ん
だ
の
で
す
が
、
一

向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
と
き
っ
て
、
人
間
、

器
が
歴
然
と
し
ま
す
よ
ね
。
救
急
車
よ
ぼ
う
か
な
、

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
も
し
も
「
た
だ
の
胃
も
た
れ

だ
」
っ
て
診
断
だ
っ
た
ら
、
申
し
訳
が
な
い
な
あ
っ

て
、
ひ
た
す
ら
躊
躇
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、

水
飲
ん
だ
り
、
野
菜
食
べ
た
り
し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
ダ
メ
で
、
30
分
我
慢
し
て
、
ど
う
に
も
耐
え
き
れ

ず
に
、
119
番
に
電
話
し
て
救
急
車
に
き
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
。

横
手

　
い
や
あ
、で
も
、そ
う
し
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

森
本

　
そ
の
段
階
で
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、

救
急
隊
の
人
が
「
あ
な
た
、
こ
れ
っ
て
、
正
真
正
銘

の
、
つ
ま
り
嘘
じ
ゃ
な
い
、
心
筋
梗
塞
の
一
歩
手
前
、

狭
心
症
で
す
よ
」
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
。
そ
の
と
き
、

ほ
ん
と
に
情
け
な
く
感
じ
た
の
は
、「
あ
あ
、
よ
か
っ

た
！
」
っ
て
い
う
（
笑
）、
こ
れ
で
叱
ら
れ
な
く
て

す
む
、
っ
て
い
う
気
持
ち
…
…
で
し
た
か
…
…
、
ね
。

宮
下
・
横
手

　
は
っ
は
っ
は
。

森
本

　
そ
れ
で
、
病
院
に
着
い
た
ら
「
も
う
ち
ょ
っ

と
遅
か
っ
た
ら
、
死
ん
で
ま
す
よ
」
と
い
わ
れ
て
。

す
ぐ
に
手
術
、
そ
れ
か
ら
ス
テ
ン
ト
挿
入
で
、
結
局

10
日
間
入
院
し
ま
し
た
。

宮
下

　
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
人
っ
て
、
朝
、
起
き
て

か
ら
３
時
間
以
内
が
多
い
ん
で
す
よ
。
目
覚
め
直
後

は
血
圧
が
上
が
っ
て
い
て
酸
素
欠
乏
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
。
寝
た
ま
ま
で
、
ま
ず
深
呼
吸
し
て
酸

素
を
供
給
し
な
い
と
、
ね
。
よ
く
申
し
あ
げ
る
の
で

す
が
、
起
き
た
ら
、
ま
ず
ふ
ー
っ
と
息
を
吐
い
て
く

だ
さ
い
。
吐
か
な
い
と
、
入
ら
な
い
で
し
ょ
う
？

　

吐
く
息
を
長
く
す
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

森
本

　
な
る
ほ
ど
ね
。

宮
下

　
普
通
は
最
初
に
吸
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ダ
メ

な
ん
で
す
ね
。
先
に
、
ふ
ー
っ
、
と
思
い
っ
切
り
吐

い
て
か
ら
吸
い
ま
す
と
、
今
し
て
い
る
呼
吸
の
８
倍

の
酸
素
が
吸
え
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
息
を
止
め
て
、

丹た
ん
で
ん田

に
力
を
入
れ
て
い
き
む
と
、
血
液
の
流
れ
が
よ

く
な
り
ま
す
。

森
本

　
丹
田
っ
て
、
お
臍
の
下
で
す
よ
ね
？

宮
下

　
え
え
、
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
松
寿
仙
を
飲
ん

で
１
日
、
で
き
れ
ば
朝
昼
晩
、
５
回
ず
つ
な
さ
る
と

よ
い
で
す
よ
。
大お
お
ご
と事

の
と
き
に
は
、
た
め
息
み
た
い

に
ふ
ー
っ
、
ふ
ー
っ
と
吐
け
ば
自
然
に
酸
素
が
入
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
足
が
攣つ

る
と
き
―
―
こ
れ
は
、「
こ

む
ら
返
り
」
と
も
い
い
ま
す
よ
ね
、
こ
れ
も
足
の
冷

え
と
酸
素
欠
乏
な
ん
で
す
。
足
の
貧
血
と
も
い
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
も
深
呼
吸
を
し
て
く
だ
さ
い
。
50

回
く
ら
い
、
と
に
か
く
息
を
ふ
ー
っ
と
吐
い
て
、
足

を
さ
す
る
と
い
い
の
で
す
。

横
手

　
な
る
ほ
ど
。
つ
ま
り
、
呼
吸
っ
て
吐
く
息
が
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大
切
な
ん
で
す
ね
。

宮
下

　
は
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
毎
日
そ
れ
を
励
行

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」、
で
す

か
ら
。
そ
れ
か
ら
、
左
の
鼻
の
穴
を
指
で
押
さ
え
て
、

右
の
穴
だ
け
で
吸
う
と
交
感
神
経
を
、
右
を
押
さ
え

て
左
の
穴
だ
け
で
吸
う
と
副
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

森
本

　
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
る
と
？

宮
下

　
交
感
神
経
は
緊
張
に
関
係
し
ま
す
。
で
す
か

ら
活
動
し
た
い
と
き
は
右
で
吸
っ
て
、
逆
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
い
と
き
は
副
交
感
神
経
を
刺
激
す
る
左
側

で
吸
う
と
い
い
そ
う
で
す
。

森
本

　
う
わ
ー
、
何
か
、
真
髄
で
す
ね
え
。

宮
下

　
話
は
戻
り
ま
す
が
、
毎
朝
、
自
分
の
顔
を
鏡

で
み
て
、
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
鼻
や
口

が
曲
が
っ
て
な
い
か
、
あ
る
い
は
顔
の
左
右
の
バ
ラ

ン
ス
は
ど
う
か
、
っ
て
。
ち
ょ
っ
と
違
う
、
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
毎
日
、
自
分

の
身
体
の
外
見
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
切

で
す
。体

を
育
て
直
す
養
生
の
薬

横
手

　
そ
の
後
は
い
か
が
で
す
か
？

森
本

　
い
や
あ
、
退
院
し
て
か
ら
も
ら
っ
た
薬
が
合

わ
な
く
て
、
喘
息
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

薬
を
替
え
て
何
と
か
治
ま
っ
て
、
今
は
結
構
よ
い
バ

ラ
ン
ス
で
や
っ
て
る
の
で
す
が
。
薬
っ
て
ほ
ん
と
う

は
こ
わ
い
で
す
よ
ね
。
以
前
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
る

の
で
す
が
…
…
、
癌
に
対
す
る
薬
を
服
用
し
て
、
か

え
っ
て
体
調
が
悪
く
な
る
人
が
い
ま
す
よ
ね
。

横
手

　
あ
あ
、
そ
れ
は
化
学
薬
品
の
抗
腫
瘍
薬
の
こ

と
で
ね
。

宮
下

　
そ
れ
は
多
分
、
一
種
の
い
わ
ゆ
る
副
作
用
、

で
す
ね
。
薬
っ
て
、
局
所
的
に
あ
る
部
分
を
治
療
す

る
わ
け
で
す
が
、
薬
に
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
必
ず
あ
り
ま
す
。
化
学
薬
は
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
…
…
、
自
然
薬
で

は
そ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
基
本
的
考
え

方
で
す
。

森
本

　
西
洋
医
学
は
病
気
は
診
て
る
け
れ
ど
、
病
人

そ
の
も
の
は
診
て
い
な
い
…
…
。

宮
下

　
や
は
り
そ
う
い
う
合
成
薬
を
飲
む
ん
だ
っ
た

ら
、
松
寿
仙
や
紫
華
栄
な
ど
の
自
然
薬
で
、
免
疫
力

と
か
、
あ
と
押
し
す
る
力
も
高
め
て
お
か
な
い
と
ダ

メ
で
す
ね
。
両
方
相
ま
っ
て
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
ね
。

横
手

　
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
の
は
漢
方
薬
で

し
ょ
う
ね
。
漢
方
薬
は
使
い
方
、
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

森
本

　
漢
方
薬
と
い
え
ば
、
昔
、
新
大
塚
に
大お
お
つ
か塚

敬よ
し

節の
り

先
生
と
い
う
お
医
者
さ
ん
が
い
ら
し
て
、
名
医
で

び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
ね
。
胃
が
お
か
し
く
な
っ

て
診
て
も
ら
っ
た
ら
、
丸
薬
を
二
つ
く
れ
た
ん
で

す
。
で
、「
先
生
、
も
う
ち
ょ
っ
と
出
な
い
ん
で
す

か
？
」
っ
て
聞
い
た
ら
、「
漢
方
薬
も
実
は
も
の
に

よ
っ
て
は
劇
薬
な
ん
で
す
よ
。
合
わ
な
い
薬
を
飲
ん

で
る
と
、
必
ず
体
に
悪
さ
す
る
ん
で
、
１
日
半
飲
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
よ
く
な
れ
ば
ま
た
考
え
ま
し
ょ

う
。悪
く
な
っ
た
ら
さ
ら
に
ま
た
考
え
ま
し
ょ
う
」っ

て
。
で
、
１
日
半
ど
こ
ろ
か
、
１
日
で
治
っ
ち
ゃ
っ

て
、
い
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
も
う
１
回
い
っ
た

と
き
も
、
や
っ
ぱ
り
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
治
っ
て
い
て

…
…
。
驚
き
ま
し
た
ね
。

横
手

　
そ
の
大
塚
敬
節
先
生
の
息
が
か
か
っ
て
い
る

の
が
、
こ
の
松
寿
仙
な
ん
で
す
よ
。

森
本

　
え
ー
っ
！

　
そ
う
な
ん
で
す
か
？
！

横
手

　
大
塚
先
生
と
、
先
生
の
一
番
弟
子
の
山や
ま
だ田

光て
る

胤た
ね

先
生
が
い
ら
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
自
然
薬
が
で

き
た
ん
で
す
。

森
本

　
母
が
、
や
は
り
心
臓
が
弱
か
っ
た
ん
で
、
僕

が
大
学
生
の
と
き
、
漢
方
薬
の
本
を
買
っ
て
き
て
、

す
ご
く
勉
強
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
山
田
先
生

の
名
前
も
知
っ
て
ま
す
！

宮
下

　
ご
縁
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ご
縁
と
い
え
ば
、

私
の
主
人
が
自
然
薬
の
会
合
の
あ
と
単
身
で
山
田
先

生
の
ご
自
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
き
部
屋
の
壁
一
面
全

部
を
使
っ
た
立
派
な
祭
壇
を
拝
見
し
感
激
し
て
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

横
手

　
今
、「
大
塚
先
生
が
処
方
さ
れ
た
薬
が
す
ぐ

に
効
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
漢
方
薬
に

は
３
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
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は
先
月
号
で
も
お
話
し
し
た
こ
と
で
す
が
、
す
ぐ
に

治
す
よ
う
な
薬
と
さ
れ
て
い
る
の
が
下げ

品ぼ
ん

薬や
く

。
体
質

を
治
す
と
さ
れ
る
の
が
中
ち
ゆ
う

品ぼ
ん

薬や
く

。
冷
え
性
な
ん
か
で

す
ね
。
治
れ
ば
も
う
要
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
一
生
飲
ん
で
養
生
を
す
る
の
が
上
じ
よ
う

品ぼ
ん

薬や
く

。
松
寿

仙
は
、
上
品
薬
と
し
て
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で

す
よ
。

森
本

　
だ
か
ら
一
生
飲
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

宮
下

　
そ
う
で
す
。
松
竹
梅
で
い
え
ば
、
松
寿
仙
は
、

松
と
笹
、
そ
し
て
梅
の
と
こ
ろ
に
朝
鮮
人
参
が
入
っ

て
い
ま
す
。
松
は
血
管
の
な
か
の
汚
れ
を
と
り
、
笹

に
は
殺
菌
力
が
あ
り
ま
す
。
葉
っ
ぱ
だ
け
だ
と
冷
え

る
、
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
朝
鮮
人
参
が
入
っ
て

お
り
、
配
合
の
妙
で
血
行
が
よ
く
な
り
体
を
冷
や
さ

な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
ね
。

横
手

　
こ
れ
は
、
三
つ
が
同
量
に
含
有
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
笹
が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
配

合
も
、
極
め
て
精
緻
で
微
妙
な
の
で
す
。
動
物
実
験

で
は
、
こ
の
配
合
で
最
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

森
本

　
今
、
薬
が
シ
ャ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ
た
せ
い
で
、

逆
に
体
を
壊
す
例
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
う
い
う
自
然
の
薬
で
体
を
育
て
直
し
て
く
れ
る
と

い
う
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
西
洋
薬
は
、

ど
う
や
ら
体
を
育
て
て
く
れ
る
方
向
で
は
な
い
も
の

の
よ
う
で
す
か
ら
ね
。
あ
る
種
、
即
物
的
な
の
か
も

…
…
。

宮
下

　
確
か
に
、
自
然
薬
は
症
状
に
よ
っ
て
飲
ん
で

直
ち
に
効
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
人
の
体
は
血
液

が
変
る
の
は
４
カ
月
、
細
胞
は
６
カ
月
、
臓
器
が
変

る
た
め
に
は
１
年
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、

体
質
改
善
に
は
続
け
て
飲
ま
な
い
と
…
…
。

森
本

　
１
本
飲
む
と
休
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
よ
な
あ

（
笑
）。

宮
下

　
ダ
メ
ダ
メ
。何
事
も
継
続
は
力
な
り
、で
す
よ
。

横
手

　
最
後
に
、
森
本
さ
ん
の
抱
負
、
こ
れ
か
ら
の

夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森
本

　
そ
う
で
す
ね
え
…
…
、
親
父
が
68
、
お
袋
が

73
で
死
ん
で
る
ん
で
、
あ
と
６
年
く
ら
い
頑
張
っ

て
母
親
の
歳
を
越
え
た
い
な
、
と
（
笑
）。
そ
し
て
、

僕
は
ほ
ん
と
に
親
不
孝
で
、
親
の
話
を
何
も
聞
い
て

な
い
ん
で
す
ね
。
う
ち
の
息
子
も
僕
の
話
に
は
全
然

興
味
な
い
ん
で
す
け
ど
、
歳
く
っ
た
と
き
い
つ
か
興

味
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
の

た
め
に
、
身
の
上
話
を
書
い
て
お
か
な
く
て
は
い
け

な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
由よ
し
な
し
ご
と

無
し
事
を
。

家
族
っ
て
い
う
の
は
、
血
で
繋
が
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
言
葉
や
、
思
い
、
あ
る
い
は
、
み
た
夢
、
そ

う
い
う
も
の
で
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
が
ど
ん
な
夢
を
み
た
か
を
、

こ
の
６
年
の
間
に
書
き
残
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

横
手

　
い
い
お
話
で
す
ね
。
森
本
さ
ん
、
宮
下
先
生
、

本
日
は
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
鼎
談
を
終
え
て

森
本
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る
通
り
、
柔
ら
か

な
語
り
口
の
優
し
い
方
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
優
し

さ
の
な
か
に
は
、
自
分
の
考
え
は
安
易
に
曲
げ
な
い

と
い
う
、
独
特
の
ス
ジ
の
通
し
方
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
大
病
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
大
塚
敬

節
先
生
に
ご
縁
の
あ
る
松
寿
仙
を
、
ぜ
ひ
続
け
て
お

飲
み
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
一
病
息
災
で
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　次
号
ゲ
ス
ト
は
、

　
　
　女
優
の

　
　
　
　長
谷
川
稀
世
さ
ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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大
切
な
ん
で
す
ね
。

宮
下

　
は
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
毎
日
そ
れ
を
励
行

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」、
で
す

か
ら
。
そ
れ
か
ら
、
左
の
鼻
の
穴
を
指
で
押
さ
え
て
、

右
の
穴
だ
け
で
吸
う
と
交
感
神
経
を
、
右
を
押
さ
え

て
左
の
穴
だ
け
で
吸
う
と
副
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

森
本

　
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
る
と
？

宮
下

　
交
感
神
経
は
緊
張
に
関
係
し
ま
す
。
で
す
か

ら
活
動
し
た
い
と
き
は
右
で
吸
っ
て
、
逆
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
い
と
き
は
副
交
感
神
経
を
刺
激
す
る
左
側

で
吸
う
と
い
い
そ
う
で
す
。

森
本

　
う
わ
ー
、
何
か
、
真
髄
で
す
ね
え
。

宮
下

　
話
は
戻
り
ま
す
が
、
毎
朝
、
自
分
の
顔
を
鏡

で
み
て
、
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
鼻
や
口

が
曲
が
っ
て
な
い
か
、
あ
る
い
は
顔
の
左
右
の
バ
ラ

ン
ス
は
ど
う
か
、
っ
て
。
ち
ょ
っ
と
違
う
、
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
毎
日
、
自
分

の
身
体
の
外
見
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
切

で
す
。体

を
育
て
直
す
養
生
の
薬

横
手

　
そ
の
後
は
い
か
が
で
す
か
？

森
本

　
い
や
あ
、
退
院
し
て
か
ら
も
ら
っ
た
薬
が
合

わ
な
く
て
、
喘
息
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

薬
を
替
え
て
何
と
か
治
ま
っ
て
、
今
は
結
構
よ
い
バ

ラ
ン
ス
で
や
っ
て
る
の
で
す
が
。
薬
っ
て
ほ
ん
と
う

は
こ
わ
い
で
す
よ
ね
。
以
前
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
る

の
で
す
が
…
…
、
癌
に
対
す
る
薬
を
服
用
し
て
、
か

え
っ
て
体
調
が
悪
く
な
る
人
が
い
ま
す
よ
ね
。

横
手

　
あ
あ
、
そ
れ
は
化
学
薬
品
の
抗
腫
瘍
薬
の
こ

と
で
ね
。

宮
下

　
そ
れ
は
多
分
、
一
種
の
い
わ
ゆ
る
副
作
用
、

で
す
ね
。
薬
っ
て
、
局
所
的
に
あ
る
部
分
を
治
療
す

る
わ
け
で
す
が
、
薬
に
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
必
ず
あ
り
ま
す
。
化
学
薬
は
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
…
…
、
自
然
薬
で

は
そ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
基
本
的
考
え

方
で
す
。

森
本

　
西
洋
医
学
は
病
気
は
診
て
る
け
れ
ど
、
病
人

そ
の
も
の
は
診
て
い
な
い
…
…
。

宮
下

　
や
は
り
そ
う
い
う
合
成
薬
を
飲
む
ん
だ
っ
た

ら
、
松
寿
仙
や
紫
華
栄
な
ど
の
自
然
薬
で
、
免
疫
力

と
か
、
あ
と
押
し
す
る
力
も
高
め
て
お
か
な
い
と
ダ

メ
で
す
ね
。
両
方
相
ま
っ
て
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
ね
。

横
手

　
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
の
は
漢
方
薬
で

し
ょ
う
ね
。
漢
方
薬
は
使
い
方
、
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

森
本

　
漢
方
薬
と
い
え
ば
、
昔
、
新
大
塚
に
大お
お
つ
か塚

敬よ
し

節の
り

先
生
と
い
う
お
医
者
さ
ん
が
い
ら
し
て
、
名
医
で

び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
ね
。
胃
が
お
か
し
く
な
っ

て
診
て
も
ら
っ
た
ら
、
丸
薬
を
二
つ
く
れ
た
ん
で

す
。
で
、「
先
生
、
も
う
ち
ょ
っ
と
出
な
い
ん
で
す

か
？
」
っ
て
聞
い
た
ら
、「
漢
方
薬
も
実
は
も
の
に

よ
っ
て
は
劇
薬
な
ん
で
す
よ
。
合
わ
な
い
薬
を
飲
ん

で
る
と
、
必
ず
体
に
悪
さ
す
る
ん
で
、
１
日
半
飲
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
よ
く
な
れ
ば
ま
た
考
え
ま
し
ょ

う
。悪
く
な
っ
た
ら
さ
ら
に
ま
た
考
え
ま
し
ょ
う
」っ

て
。
で
、
１
日
半
ど
こ
ろ
か
、
１
日
で
治
っ
ち
ゃ
っ

て
、
い
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
も
う
１
回
い
っ
た

と
き
も
、
や
っ
ぱ
り
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
治
っ
て
い
て

…
…
。
驚
き
ま
し
た
ね
。

横
手

　
そ
の
大
塚
敬
節
先
生
の
息
が
か
か
っ
て
い
る

の
が
、
こ
の
松
寿
仙
な
ん
で
す
よ
。

森
本

　
え
ー
っ
！

　
そ
う
な
ん
で
す
か
？
！

横
手

　
大
塚
先
生
と
、
先
生
の
一
番
弟
子
の
山や
ま
だ田

光て
る

胤た
ね

先
生
が
い
ら
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
自
然
薬
が
で

き
た
ん
で
す
。

森
本

　
母
が
、
や
は
り
心
臓
が
弱
か
っ
た
ん
で
、
僕

が
大
学
生
の
と
き
、
漢
方
薬
の
本
を
買
っ
て
き
て
、

す
ご
く
勉
強
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
山
田
先
生

の
名
前
も
知
っ
て
ま
す
！

宮
下

　
ご
縁
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ご
縁
と
い
え
ば
、

私
の
主
人
が
自
然
薬
の
会
合
の
あ
と
単
身
で
山
田
先

生
の
ご
自
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
き
部
屋
の
壁
一
面
全

部
を
使
っ
た
立
派
な
祭
壇
を
拝
見
し
感
激
し
て
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

横
手

　
今
、「
大
塚
先
生
が
処
方
さ
れ
た
薬
が
す
ぐ

に
効
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
漢
方
薬
に

は
３
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

健康鼎談
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は
先
月
号
で
も
お
話
し
し
た
こ
と
で
す
が
、
す
ぐ
に

治
す
よ
う
な
薬
と
さ
れ
て
い
る
の
が
下げ

品ぼ
ん

薬や
く

。
体
質

を
治
す
と
さ
れ
る
の
が
中
ち
ゆ
う

品ぼ
ん

薬や
く

。
冷
え
性
な
ん
か
で

す
ね
。
治
れ
ば
も
う
要
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
一
生
飲
ん
で
養
生
を
す
る
の
が
上
じ
よ
う

品ぼ
ん

薬や
く

。
松
寿

仙
は
、
上
品
薬
と
し
て
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で

す
よ
。

森
本

　
だ
か
ら
一
生
飲
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

宮
下

　
そ
う
で
す
。
松
竹
梅
で
い
え
ば
、
松
寿
仙
は
、

松
と
笹
、
そ
し
て
梅
の
と
こ
ろ
に
朝
鮮
人
参
が
入
っ

て
い
ま
す
。
松
は
血
管
の
な
か
の
汚
れ
を
と
り
、
笹

に
は
殺
菌
力
が
あ
り
ま
す
。
葉
っ
ぱ
だ
け
だ
と
冷
え

る
、
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
朝
鮮
人
参
が
入
っ
て

お
り
、
配
合
の
妙
で
血
行
が
よ
く
な
り
体
を
冷
や
さ

な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
ね
。

横
手

　
こ
れ
は
、
三
つ
が
同
量
に
含
有
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
笹
が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
配

合
も
、
極
め
て
精
緻
で
微
妙
な
の
で
す
。
動
物
実
験

で
は
、
こ
の
配
合
で
最
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

森
本

　
今
、
薬
が
シ
ャ
ー
プ
に
な
り
す
ぎ
た
せ
い
で
、

逆
に
体
を
壊
す
例
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
う
い
う
自
然
の
薬
で
体
を
育
て
直
し
て
く
れ
る
と

い
う
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
西
洋
薬
は
、

ど
う
や
ら
体
を
育
て
て
く
れ
る
方
向
で
は
な
い
も
の

の
よ
う
で
す
か
ら
ね
。
あ
る
種
、
即
物
的
な
の
か
も

…
…
。

宮
下

　
確
か
に
、
自
然
薬
は
症
状
に
よ
っ
て
飲
ん
で

直
ち
に
効
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
人
の
体
は
血
液

が
変
る
の
は
４
カ
月
、
細
胞
は
６
カ
月
、
臓
器
が
変

る
た
め
に
は
１
年
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、

体
質
改
善
に
は
続
け
て
飲
ま
な
い
と
…
…
。

森
本

　
１
本
飲
む
と
休
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
よ
な
あ

（
笑
）。

宮
下

　
ダ
メ
ダ
メ
。何
事
も
継
続
は
力
な
り
、で
す
よ
。

横
手

　
最
後
に
、
森
本
さ
ん
の
抱
負
、
こ
れ
か
ら
の

夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森
本

　
そ
う
で
す
ね
え
…
…
、
親
父
が
68
、
お
袋
が

73
で
死
ん
で
る
ん
で
、
あ
と
６
年
く
ら
い
頑
張
っ

て
母
親
の
歳
を
越
え
た
い
な
、
と
（
笑
）。
そ
し
て
、

僕
は
ほ
ん
と
に
親
不
孝
で
、
親
の
話
を
何
も
聞
い
て

な
い
ん
で
す
ね
。
う
ち
の
息
子
も
僕
の
話
に
は
全
然

興
味
な
い
ん
で
す
け
ど
、
歳
く
っ
た
と
き
い
つ
か
興

味
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
の

た
め
に
、
身
の
上
話
を
書
い
て
お
か
な
く
て
は
い
け

な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
由よ
し
な
し
ご
と

無
し
事
を
。

家
族
っ
て
い
う
の
は
、
血
で
繋
が
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
言
葉
や
、
思
い
、
あ
る
い
は
、
み
た
夢
、
そ

う
い
う
も
の
で
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
が
ど
ん
な
夢
を
み
た
か
を
、

こ
の
６
年
の
間
に
書
き
残
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

横
手

　
い
い
お
話
で
す
ね
。
森
本
さ
ん
、
宮
下
先
生
、

本
日
は
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
鼎
談
を
終
え
て

森
本
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る
通
り
、
柔
ら
か

な
語
り
口
の
優
し
い
方
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
優
し

さ
の
な
か
に
は
、
自
分
の
考
え
は
安
易
に
曲
げ
な
い

と
い
う
、
独
特
の
ス
ジ
の
通
し
方
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
大
病
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
大
塚
敬

節
先
生
に
ご
縁
の
あ
る
松
寿
仙
を
、
ぜ
ひ
続
け
て
お

飲
み
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
一
病
息
災
で
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　次
号
ゲ
ス
ト
は
、

　
　
　女
優
の

　
　
　
　長
谷
川
稀
世
さ
ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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「
主
治
医
」
で
つ
く
る
、
信
頼
の
輪

い
い
人
み
つ
け
た
!

健
康
診
断
で
、
中
性
脂
肪
と
肝
臓
の
数
値
が
少
し
高
め
だ
っ
た
の
で
、

自
然
に
備
わ
っ
た
体
の
治
癒
力
を
高
め
よ
う
と
思
い
、
15
年
前
か
ら
自

然
薬
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。
自
然
治
癒
力
の
強
化
と
疲
労
回
復
に
は
根

気
よ
く
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

心
構
え
も
重
要
で
す
。
無
病
を
実

践
す
る
に
は
、
明
る
く
前
向
き
に

楽
天
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち

を
持
ち
続
け
る
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。

　私
は
球
技
が
大
好
き
で
す
。
み

る
の
も
好
き
で
す
が
、
肝
心
な
こ

と
は
自
分
で
も
や
っ
て
み
る
こ
と

で
す
。
週
に
５
回
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
通
い
、
１
日
に
２
時
間
、
体
を
動
か
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　趣
味
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
「
一
意
専
心
」
の
思
い
を
込
め
て
、
名
古
屋
の

荒
子
観
音
寺
で
始
め
た
円
空
仏
の
彫
刻
（
模
刻
）
で
す
。
仏
の
優
し
い
微
笑
を

み
て
い
る
と
、
心
癒
さ
れ
ま
す
。

　「
自
分
の
好
き
な
こ
と
は
頑
張
る
が
、
無
理
は
し
な
い
」
こ
れ
が
、
私
の
人

生
観
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　無
病
息
災
は
、
一
意
専
心
の
心
構
え
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。

東
京
の
品
川
に
生
ま
れ
、
学
校
は
中
野
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
夫

は
そ
の
学
校
の
同
級
生
だ
っ
た
人
で
す
。
つ
く
づ
く
思
う
の
は
、
家
族

や
友
人
た
ち
と
い
つ
ま
で
も
仲
よ
く
、
お
互
い
に
健
康
で
、
自
分
の
気

力
を
高
め
な
が
ら
、
趣
味
に
い
そ
し
む
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

　趣
味
は
お
料
理
で
、
納
得
し
た

材
料
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　音
楽
も
大
好
き
で
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
な
ど
の
ほ

か
、
演
劇
や
歌
曲
も
楽
し
み
ま

す
。
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
声
の
出

し
方
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
気
分
が
優
れ
な
い
と
き
に

は
、
大
声
で
好
き
な
歌
を
歌
い
ま

す
。
絵
画
、
彫
刻
、
陶
芸
も
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。
油
絵
の
作
品
は
、

処
分
が
困
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
生
の
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
訓
練
を

重
ね
て
描
い
た
も
の
で
す
。

　月
１
回
の
読
書
会
の
ほ
か
、
コ
ー
ラ
ス
は
週
１
回
、
皆
と
声
を
出
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
朝
は
可
能
な
限
り
ラ
ジ
オ
体
操
に
通
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。　松

寿
仙
は
35
年
間
服
用
し
て
い
ま
す
。
生
き
る
安
心
と
血
行
を
よ
く
し
て

く
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　か
け
が
え
の
な
い
親
友
で
あ
る
夫
と
、
こ
れ
か
ら
も
食
前
に
は
飲
み
続
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
感
謝
し
な
が
ら
…
…
。

服部帝好さん　69歳（愛知県名古屋市在住）

岡上武子さん　80歳（東京都練馬区在住）

無
病
息
災
が
何
よ
り
の
財
産

夫
は
か
け
が
え
の
な
い
親
友
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信
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の
輪

い
い
人
み
つ
け
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健
康
な
一
生
を
送
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。
健
康
と
、
ひ
と
こ
と

で
い
っ
て
み
て
も
、
心
身
と
も
健
康
を
維
持
す
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
の
う
ち
に
は
健
康
を
害
し
て
病
気
に
な
る

こ
と
も
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
多
い
か
ら
で
す
。

　私
も
病
気
を
し
て
入
院
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
事
も
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
が
肝
心
と
思
っ
て

い
ま
す
。
入
院
中
、
ジ
ャ
ム
を
よ
く

食
べ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ム
を
食
べ
る

姿
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
病
院
の
人
た
ち
は
そ
の
と
き

私
の
こ
と
を
「
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
」

と
よ
ん
だ
も
の
で
す
。

　健
康
を
維
持
す
る
う
え
で
、
適

当
な
運
動
と
睡
眠
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
私
は
体
を
動
か
す
こ
と
、
特
に
筋
ト
レ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
が
大
好
き
で
す
。

十
分
な
睡
眠
の
た
め
に
は
、
昼
寝
も
し
ま
す
。

　趣
味
は
、
塗
り
絵
、
神
社
・
仏
閣
め
ぐ
り
で
、
そ
の
な
か
で
会
話
を
楽
し
む

こ
と
も
大
好
き
で
す
。

　自
然
薬
の
服
用
を
始
め
た
の
は
１
年
ほ
ど
前
で
す
。
飲
み
始
め
る
と
、
疲
労

回
復
が
早
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

お
寺
に
生
ま
れ
、
そ
の
環
境
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
縁
あ
っ
て
お

寺
に
嫁
ぎ
、
３
人
の
子
を
育
て
、
現
在
は
孫
10
人
、
そ
し
て
ひ
孫
１
人

で
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
思
春
期
の

頃
、
メ
ニ
エ
ー
ル
症
候
群
に
な
っ

て
、
め
ま
い
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

時
に
は
吐
き
気
や
嘔
吐
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
、
つ
ら
い
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
と
し
て
左

耳
の
耳
鳴
り
と
難
聴
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　あ
る
と
き
、
松
寿
仙
を
勧
め
ら

れ
、
７
〜
８
年
前
か
ら
毎
日
欠
か

さ
ず
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
症
状

が
少
し
ず
つ
改
善
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
で
は
趣
味
の
手
芸
や
洋
裁
、
畑
で

の
野
菜
や
花
作
り
も
楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
朝
夕
15
分
の
犬

の
散
歩
も
毎
日
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　何
と
い
っ
て
も
人
と
出
会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
お
話
し
を
す
る
こ
と
が
好
き
で

す
。
嬉
し
い
こ
と
は
一
緒
に
喜
び
、
悲
し
い
こ
と
は
一
緒
に
分
か
ち
合
い
、
涙

を
流
し
な
が
ら
の
、
和
と
輪
の
毎
日
で
す
。

　夫
（
西
村
惠
信
・
現
興
福
禅
寺
住
職
、
元
花
園
大
学
学
長
）
は
考
え
方
が
柔

軟
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
一
緒
に
楽
し
く
笑
い
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
６
人
家
族
で
す
が
、
皆
、
心
静
か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
も
自
然
薬
の
松
寿
仙
や
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

藤田政吉さん　71歳（京都府京都市在住）

西村明子さん　76歳（滋賀県東近江市在住）

ラ
イ
タ
ー:

岩
田
　
雅

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

疲
労
の
回
復
が
早
ま
り
ま
し
た

病
も
回
復
し
、
心
静
か
で
幸
せ
な
毎
日
に
感
謝
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自然薬研究会

「
主
治
医
」
で
つ
く
る
、
信
頼
の
輪

い
い
人
み
つ
け
た
!

健
康
診
断
で
、
中
性
脂
肪
と
肝
臓
の
数
値
が
少
し
高
め
だ
っ
た
の
で
、

自
然
に
備
わ
っ
た
体
の
治
癒
力
を
高
め
よ
う
と
思
い
、
15
年
前
か
ら
自

然
薬
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。
自
然
治
癒
力
の
強
化
と
疲
労
回
復
に
は
根

気
よ
く
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

心
構
え
も
重
要
で
す
。
無
病
を
実

践
す
る
に
は
、
明
る
く
前
向
き
に

楽
天
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち

を
持
ち
続
け
る
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。

　私
は
球
技
が
大
好
き
で
す
。
み

る
の
も
好
き
で
す
が
、
肝
心
な
こ

と
は
自
分
で
も
や
っ
て
み
る
こ
と

で
す
。
週
に
５
回
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
通
い
、
１
日
に
２
時
間
、
体
を
動
か
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　趣
味
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
「
一
意
専
心
」
の
思
い
を
込
め
て
、
名
古
屋
の

荒
子
観
音
寺
で
始
め
た
円
空
仏
の
彫
刻
（
模
刻
）
で
す
。
仏
の
優
し
い
微
笑
を

み
て
い
る
と
、
心
癒
さ
れ
ま
す
。

　「
自
分
の
好
き
な
こ
と
は
頑
張
る
が
、
無
理
は
し
な
い
」
こ
れ
が
、
私
の
人

生
観
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　無
病
息
災
は
、
一
意
専
心
の
心
構
え
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。

東
京
の
品
川
に
生
ま
れ
、
学
校
は
中
野
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
夫

は
そ
の
学
校
の
同
級
生
だ
っ
た
人
で
す
。
つ
く
づ
く
思
う
の
は
、
家
族

や
友
人
た
ち
と
い
つ
ま
で
も
仲
よ
く
、
お
互
い
に
健
康
で
、
自
分
の
気

力
を
高
め
な
が
ら
、
趣
味
に
い
そ
し
む
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

　趣
味
は
お
料
理
で
、
納
得
し
た

材
料
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　音
楽
も
大
好
き
で
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
な
ど
の
ほ

か
、
演
劇
や
歌
曲
も
楽
し
み
ま

す
。
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
声
の
出

し
方
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
気
分
が
優
れ
な
い
と
き
に

は
、
大
声
で
好
き
な
歌
を
歌
い
ま

す
。
絵
画
、
彫
刻
、
陶
芸
も
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。
油
絵
の
作
品
は
、

処
分
が
困
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
生
の
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
訓
練
を

重
ね
て
描
い
た
も
の
で
す
。

　月
１
回
の
読
書
会
の
ほ
か
、
コ
ー
ラ
ス
は
週
１
回
、
皆
と
声
を
出
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
朝
は
可
能
な
限
り
ラ
ジ
オ
体
操
に
通
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。　松

寿
仙
は
35
年
間
服
用
し
て
い
ま
す
。
生
き
る
安
心
と
血
行
を
よ
く
し
て

く
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　か
け
が
え
の
な
い
親
友
で
あ
る
夫
と
、
こ
れ
か
ら
も
食
前
に
は
飲
み
続
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
感
謝
し
な
が
ら
…
…
。

服部帝好さん　69歳（愛知県名古屋市在住）

岡上武子さん　80歳（東京都練馬区在住）

無
病
息
災
が
何
よ
り
の
財
産

夫
は
か
け
が
え
の
な
い
親
友
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「
主
治
医
」
で
つ
く
る
、
信
頼
の
輪

い
い
人
み
つ
け
た
!

健
康
な
一
生
を
送
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。
健
康
と
、
ひ
と
こ
と

で
い
っ
て
み
て
も
、
心
身
と
も
健
康
を
維
持
す
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
の
う
ち
に
は
健
康
を
害
し
て
病
気
に
な
る

こ
と
も
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
多
い
か
ら
で
す
。

　私
も
病
気
を
し
て
入
院
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
事
も
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
が
肝
心
と
思
っ
て

い
ま
す
。
入
院
中
、
ジ
ャ
ム
を
よ
く

食
べ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ム
を
食
べ
る

姿
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
病
院
の
人
た
ち
は
そ
の
と
き

私
の
こ
と
を
「
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
」

と
よ
ん
だ
も
の
で
す
。

　健
康
を
維
持
す
る
う
え
で
、
適

当
な
運
動
と
睡
眠
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
私
は
体
を
動
か
す
こ
と
、
特
に
筋
ト
レ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
が
大
好
き
で
す
。

十
分
な
睡
眠
の
た
め
に
は
、
昼
寝
も
し
ま
す
。

　趣
味
は
、
塗
り
絵
、
神
社
・
仏
閣
め
ぐ
り
で
、
そ
の
な
か
で
会
話
を
楽
し
む

こ
と
も
大
好
き
で
す
。

　自
然
薬
の
服
用
を
始
め
た
の
は
１
年
ほ
ど
前
で
す
。
飲
み
始
め
る
と
、
疲
労

回
復
が
早
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

お
寺
に
生
ま
れ
、
そ
の
環
境
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
縁
あ
っ
て
お

寺
に
嫁
ぎ
、
３
人
の
子
を
育
て
、
現
在
は
孫
10
人
、
そ
し
て
ひ
孫
１
人

で
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
思
春
期
の

頃
、
メ
ニ
エ
ー
ル
症
候
群
に
な
っ

て
、
め
ま
い
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

時
に
は
吐
き
気
や
嘔
吐
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
、
つ
ら
い
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
と
し
て
左

耳
の
耳
鳴
り
と
難
聴
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　あ
る
と
き
、
松
寿
仙
を
勧
め
ら

れ
、
７
〜
８
年
前
か
ら
毎
日
欠
か

さ
ず
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
症
状

が
少
し
ず
つ
改
善
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
で
は
趣
味
の
手
芸
や
洋
裁
、
畑
で

の
野
菜
や
花
作
り
も
楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
朝
夕
15
分
の
犬

の
散
歩
も
毎
日
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　何
と
い
っ
て
も
人
と
出
会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
お
話
し
を
す
る
こ
と
が
好
き
で

す
。
嬉
し
い
こ
と
は
一
緒
に
喜
び
、
悲
し
い
こ
と
は
一
緒
に
分
か
ち
合
い
、
涙

を
流
し
な
が
ら
の
、
和
と
輪
の
毎
日
で
す
。

　夫
（
西
村
惠
信
・
現
興
福
禅
寺
住
職
、
元
花
園
大
学
学
長
）
は
考
え
方
が
柔

軟
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
一
緒
に
楽
し
く
笑
い
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
６
人
家
族
で
す
が
、
皆
、
心
静
か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
も
自
然
薬
の
松
寿
仙
や
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

藤田政吉さん　71歳（京都府京都市在住）

西村明子さん　76歳（滋賀県東近江市在住）

ラ
イ
タ
ー:

岩
田
　
雅

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

疲
労
の
回
復
が
早
ま
り
ま
し
た

病
も
回
復
し
、
心
静
か
で
幸
せ
な
毎
日
に
感
謝
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主治医

特 集
頭がズキズ

キ痛んだり
、締めつけ

られるよう

な痛みを感
じたり、頭

痛はつらい
ものです。

そんな「慢
性の頭痛」

の症状と対
処法を解説

し、危険な
頭痛につい

ても触れて
いきます。

慢
性
の
頭
痛
患
者
は
３
０
０
０
万
人

　「
風
邪
で
頭
が
痛
い
」

　「
二
日
酔
い
で
頭
が
ガ
ン
ガ
ン
す
る
」

　
こ
ん
な
経
験
を
あ
な
た
も
し
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
頭
痛
の
多
く
は
一
過
性
で
、
心

配
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
慢
性
的
な
し
つ
こ
い

頭
痛
に
悩
む
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
頭
痛
は
医
学
的
に
は
「
一
次
性
頭
痛
」
と
「
二
次

性
頭
痛
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
圧
倒
的
に
多
く
み
ら

れ
る
の
が
慢
性
の
頭
痛
「
一
次
性
頭
痛
」
で
、
患
者

は
全
国
に
３
０
０
０
万
人
も
い
る
、
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
一
次
性
頭
痛
（
以
下
「
慢
性
の
頭
痛
」
と
表
記
）

は
、
脳
や
体
に
特
別
の
疾
患
が
な
い
の
に
繰
り
返
し

起
こ
る
頭
痛
で
、
症
状
が
強
く
て
も
、
命
に
関
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、「
二
次
性
頭
痛
」
は
原
因
と
な
る
疾
患
が

あ
っ
て
二
次
的
に
起
こ
る
も
の
で
、
く
も
膜
下
出
血
、

脳
腫
瘍
な
ど
、
重じ

ゆ
う
と
く篤

な
病
気
を
知
ら
せ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

慢
性
の
頭
痛
と
は

　
慢
性
の
頭
痛
に
は
四
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
最
も
多
い
の
が
、
首
や
肩
の
筋
肉
が
強
く
緊
張
し

て
発
症
す
る
「
緊
張
型
頭
痛
」
で
す
。「
片
頭
痛
」、

片頭痛は人ごみや騒音、強い光がある場所でおこりやすい

特 集
な痛みを感

じたり、頭
痛はつらい

ものです。

そんな「慢
性の頭痛」

の症状と対
処法を解説

し、危険な
頭痛につい

ても触れて
いきます。

片頭痛は人ごみや騒音、強い光がある場所でおこりやすい片頭痛は人ごみや騒音、強い光がある場所でおこりやすい

慢
性
の
頭
痛
に
お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
？
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い
に
敏
感
に
な
る
こ
と
も
あ
る

○
運
動
や
入
浴
、
飲
酒
で
痛
み
が
悪
化
す
る

○
発
作
の
直
前
に
目
の
前
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
ギ

ザ
ギ
ザ
の
光
が
み
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

片
頭
痛
の
原
因
と
誘
因

　
片
頭
痛
に
は
、
様
々
な
刺
激
に
よ
る
脳
の
血
管
の

炎
症
・
拡
張
と
、
三
叉
神
経
（
顔
面
の
知
覚
神
経
）

が
関
係
す
る
、
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。

　
片
頭
痛
の
誘
因
と
な
る
の
は
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス

（
寝
不
足
、
寝
す
ぎ
、
疲
労
、
空
腹
、
人
ご
み
、
強

い
光
、
に
お
い
）、
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
月
経
）、
飲
食

物
（
赤
ワ
イ
ン
、
熟
成
チ
ー
ズ
）
な
ど
で
す
。
ス
ト

レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
が
要
注
意
で
、
そ
れ
ま

で
緊
張
し
て
収
縮
し
て
い
た
脳
の
血
管
が
急
に
拡
張

し
て
、
片
頭
痛
が
起
こ
り
ま
す
。

片
頭
痛
の
対
処
法

　
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
誘
因
と
な
る
食
物
や
過
度

の
飲
酒
を
避
け
ま
す
。
頭
痛
外
来
や
神
経
内
科
な
ど

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

「
群
発
頭
痛
」
も
慢
性
の
頭
痛
で
す
。

　「
薬
物
乱
用
頭
痛
」
は
、
頭
痛
を
和
ら
げ
る
た
め

に
鎮
痛
薬
な
ど
を
乱
用
す
る
と
起
こ
る
、
や
っ
か
い

な
頭
痛
で
す
。

　
ま
た
、
緊
張
型
頭
痛
と
片
頭
痛
の
よ
う
に
、
複
数

の
頭
痛
が
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

片
頭
痛

　
女
性
に
多
い
（
男
女
比
は
１
対
４
）
頭
痛
で
、
20

～
40
代
に
多
く
発
症
し
ま
す
。
月
経
時
に
片
頭
痛
に

悩
ま
さ
れ
る
女
性
も
い
ま
す
。

　
25
歳
の
あ
る
女
性
は
、「
人
ご
み
に
出
る
と
頭
痛
が

す
る
」
と
い
い
ま
す
。「
大
き
な
音
で
音
楽
が
か
っ
て

い
る
店
や
、
照
明
が
明
る
す
ぎ
る
店
に
入
る
と
必
ず
頭

が
痛
く
な
り
ま
す
。
寝
不
足
で
も
こ
め
か
み
が
ズ
キ
ズ

キ
痛
ん
で
、
吐
き
気
も
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
何
も
で

き
な
く
て
、
ず
っ
と
寝
て
い
ま
す
」。

　
片
頭
痛
の
典
型
的
な
症
例
で
す
。

片
頭
痛
の
特
徴

○
頭
の
片
側
あ
る
い
は
両
側
が
、
脈
打
つ
よ
う
に

ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
強
く
（
ま
た
は
中
程
度
に
）

痛
む

○
通
常
月
に
１
～
２
回
（
多
い
人
は
週
に
１
～
２

回
）
の
頻
度
で
発
作
的
に
頭
痛
が
起
き
る
。
一

度
の
発
作
で
痛
み
は
数
時
間
～
４
日
ほ
ど
続
く

○
痛
み
が
強
く
、
仕
事
や
家
事
に
支
障
が
出
や
す

い
○
吐
き
気
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
光
や
音
、
に
お

緊張型頭痛の予防・対策には、
ウォーキングやストレッチ体操
など体を動かすことをしよう

心身のストレスは慢性の頭
痛を発症させる大きな誘因
だ。パソコンを長時間使う
人は緊張型頭痛に要注意

お も な 頭 痛 の 種 類

一次性頭痛
（慢性の頭痛）

片　頭　痛

群 発 頭 痛

薬物乱用頭痛

緊張型頭痛

二次性頭痛
（病気やけがにより二次的に起こる頭痛）

脳血管障害による頭痛
（例：くも膜下出血、脳梗塞）

頭蓋内疾患による頭痛
（例：脳腫瘍）

感 染 症 に よ る 頭 痛
（例：髄膜炎、脳炎）

頭頸部の外傷による頭痛
（例：慢性硬膜下血腫、むち打ち症）

その他の疾患による頭痛
（例：眼、鼻、耳、あごの疾患、高血圧、低血圧、精神疾患など）
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緊
張
型
頭
痛

　
日
本
人
に
最
も
多
い
頭
痛
（
成
人
の
５
人
に
１

人
）
で
、
肩
こ
り
が
ひ
ど
い
人
は
こ
の
頭
痛
の
予
備

軍
で
す
。緊

張
型
頭
痛
の
特
徴

○
頭
全
体
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
重
苦
し
い

感
じ
で
痛
む
。
痛
み
の
程
度
は
軽
度
～
中
程
度

○
毎
日
の
よ
う
に
ダ
ラ
ダ
ラ
頭
痛
が
続
き
、
午
後
か

ら
夕
方
に
か
け
て
痛
み
が
増
し
や
す
い

○
肩
や
首
が
こ
る
。
眼
の
疲
れ
、
体
の
だ
る
さ
、
め

ま
い
感
を
伴
う
こ
と
も
多
い

○
体
を
動
か
し
た
り
、
入
浴
や
飲
酒
で
痛
み
が
軽
く

な
る
こ
と
が
あ
る

緊
張
型
頭
痛
の
原
因
と
誘
因

　
緊
張
型
頭
痛
は
、
肩
や
首
、
頭
部
の
筋
肉
が
緊
張

し
て
（
こ
っ
て
）
血
流
が
悪
化
し
、
老
廃
物
が
た
ま

る
と
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
老
廃
物
が
周
囲
の
神
経
を

刺
激
し
、
頭
痛
を
発
症
さ
せ
る
の
で
す
。

　
頭
痛
の
誘
因
と
な
る
の
は
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
で

す
。
た
と
え
ば
長
時
間
の
パ
ソ
コ
ン
作
業
や
、
過
度

の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
筋
肉
が
強
く
緊
張
し
、

緊
張
型
頭
痛
を
招
き
ま
す
。

緊
張
型
頭
痛
の
対
処
法

◆�

体
を
動
か
す

　
散
歩
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
は
、

血
行
を
促
し
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
る

の
で
よ
い
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
き
は
途
中
で
休

息
し
、
肩
や
首
を
動
か
す
体
操
を
す
る
。

◆
肩
や
首
に
蒸
し
タ
オ
ル
を
あ
て
る
、
入
浴

◆
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
は
頭
痛
外
来
や
神
経
内
科
へ

群
発
頭
痛

　
男
性
に
多
い
（
男
女
比
５
対
１
）
頭
痛
で
、
お
も

に
20
～
40
代
の
働
き
盛
り
の
男
性
に
発
症
し
ま
す
。

患
者
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
群
発
頭
痛
の
患
者
の
男
性
は
い
い
ま
す
。

　「
毎
年
春
、
右
眼
の
奥
が
刺
す
よ
う
に
激
し
く
痛
く

な
っ
て
、
涙
が
多
量
に
出
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
１
時
間

ぐ
ら
い
続
く
の
で
、
七
転
八
倒
し
ま
す
」

群
発
頭
痛
の
特
徴

○
片
眼
の
奥
が
え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
に
激
し
く
痛
む

○
激
烈
な
痛
み
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。
　

仕
事
や
家
事
が
で
き
な
い

○
年
に
１
～
２
回
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
発
症
し
や

す
い
。
発
作
が
起
き
る
と
、
１
～
２
カ
月
の
間
、

毎
日
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
時
間
に
激
し
い
頭
痛
に

み
ま
わ
れ
る

○
早
朝
や
明
け
方
に
起
こ
り
や
す
く
、
毎
回
15
分
～

３
時
間
ほ
ど
痛
み
が
続
く

○
痛
み
が
あ
る
側
の
眼
が
充
血
し
た
り
涙
が
出
た
り

す
る
。
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
の
症
状
も
出
や
す
い

○
入
浴
や
飲
酒
で
悪
化
す
る

群
発
頭
痛
の
原
因
と
誘
因

　
群
発
頭
痛
は
、
眼
の
奥
に
あ
る
内
頸
動
脈
と
、
三

叉
神
経
、
自
律
神
経
系
の
機
能
異
常
が
関
連
し
て
い

る
と
さ
れ
ま
す
。
運
動
や
入
浴
、
気
圧
の
変
化
、
酸

素
が
薄
い
場
所
な
ど
が
頭
痛
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。

群
発
頭
痛
の
対
処
法

　
頭
痛
の
あ
る
間
は
禁
酒
し
、
入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー
を

勧
め
ま
す
。
頭
痛
外
来
や
神
経
内
科
な
ど
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

薬
物
乱
用
頭
痛

　
頭
痛
に
悩
む
人
が
鎮
痛
薬
や
頭
痛
の
治
療
薬
を
長

期
間
、
過
度
に
服
用
す
る
と
、
頭
痛
が
悪
化
し
、
慢

性
化
し
ま
す
。
ひ
ど
い
片
頭
痛
の
患
者
が
な
り
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　「
片
頭
痛
が
き
つ
い
の
で
、
痛
み
が
強
く
な
る
前
に

鎮
痛
薬
を
飲
む
ク
セ
が
つ
い
た
ん
で
す
。
そ
の
う
ち
に

薬
を
飲
む
回
数
が
増
え
て
、
毎
日
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
」

　
最
近
、
こ
う
い
う
薬
物
乱
用
頭
痛
の
患
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

肩や首に蒸しタオルをあてたり、
入浴すると、緊張型頭痛の症状
がやわらぐ
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薬
物
乱
用
頭
痛
の
特
徴

○
月
に
15
日
以
上
鎮
痛
薬
や
頭
痛
の
治
療
薬
（
予
防

薬
は
除
く
）
を
服
用
し
て
い
る
。
月
に
10
日
以
上

飲
む
人
も
注
意
が
必
要

○
薬
を
飲
む
回
数
や
量
を
増
や
し
て
も
、
だ
ん
だ
ん

効
き
め
が
悪
く
な
る

○
朝
か
ら
頭
が
痛
い
。
頭
痛
で
目
が
覚
め
る

薬
物
乱
用
頭
痛
の
対
処
法

　
頭
痛
外
来
や
神
経
内
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
の
乱
用
は
危
険
で
す
。

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
二
次
性
頭
痛
と
は

　
最
後
に
、
注
意
が
必
要
な
「
二
次
性
頭
痛
」（
原

因
と
な
る
疾
患
が
あ
っ
て
起
こ
る
頭
痛
）
に
触
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
頭
痛
が
、
脳
の
重
篤
な
疾
患
を
知
ら
せ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
頭
痛
・
そ
の
他
の
危
険

な
症
状
を
自
覚
し
た
ら
（
表
参
照
）、
す
ぐ
に
病
院

（
脳
神
経
外
科
な
ど
）
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
も
膜
下
出
血

　
脳
の
く
も
膜
と
硬
膜
の
間
に
で
き
た
脳
動
脈
瘤り

ゅ
うが

破
裂
し
、
出
血
す
る
病
気
。
命
に
関
わ
る
の
で
、
一

刻
も
早
い
治
療
が
必
要
。

▽
突
然
「
頭
を
バ
ッ
ト
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
」
激
し

い
頭
痛
に
襲
わ
れ
る
。
／
嘔
吐
や
意
識
障
害
、
手

足
の
麻
痺
、
視
覚
障
害
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。

脳
梗
塞

　
脳
の
血
管
が
血
栓
な
ど
で
詰
ま
る
病
気
。

▽
頭
痛
は
起
き
て
も
軽
い
場
合
が
多
い
。
／
手
足
の

し
び
れ
、
麻
痺
、
複
視
（
物
が
二
重
に
み
え
る
）、

言
語
障
害
な
ど
を
伴
う
。

脳
腫
瘍

　
脳
（
頭
蓋
骨
内
）
に
腫
瘍
が
で
き
る
病
気
で
、
良

性
と
悪
性
が
あ
る
。

▽
早
朝
の
頭
痛
や
頭
重
感
、
嘔
吐
、
視
力
障
害
（
眼
　

が
か
す
む
）。
／
手
足
の
麻
痺
や
し
び
れ
、
言
語

障
害
、
け
い
れ
ん
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。

髄
膜
炎

　
脳
と
脊
髄
を
覆
う
髄
膜
が
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
起
こ
る
炎
症
。

▽
風
邪
に
似
た
発
熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
が
激
し
く
長
く

続
く
。
首
の
後
ろ
が
硬
直
す
る
こ
と
も
あ
る
。
／

け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
が
出
る
と
、
脳
炎
を
起
こ

し
た
疑
い
が
あ
る
。

慢
性
硬
膜
下
血
腫

　
外
部
か
ら
の
打
撲
で
、
脳
を
保
護
す
る
硬
膜
の
下

に
出
血
し
て
血
腫
が
で
き
る
。
軽
い
打
撲
で
も
命
に

関
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

▽
慢
性
的
な
頭
痛
、
手
足
の
麻
痺
、
歩
行
障
害
、
物

忘
れ
な
ど
の
認
知
症
に
似
た
症
状
が
出
る
。

（
取
材
　
水
野
瑛
子
）

参
考
文
献
　「
頭
痛
治
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
山
王
直
子
著
・
本
の
泉

社
）、「
頭
痛
外
来
へ
よ
う
こ
そ
」（
清
水
俊
彦
著
・
保
健
同
人
社
）

表

危
険
な
二
次
性
頭
痛
の
症
状

突然激しい頭痛が起こり、意
識障害を伴う

今までとは様子が異なる頭痛

発熱し、頸部硬直が起こる

手足の運動麻痺など神経症状
を伴う

視力低下を伴う

起床時に頭痛や吐き気が起こ
り、日増しに強くなる

過度の飲酒は片頭痛、群発
頭痛を起こしやすい！
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徴

○
月
に
15
日
以
上
鎮
痛
薬
や
頭
痛
の
治
療
薬
（
予
防

薬
は
除
く
）
を
服
用
し
て
い
る
。
月
に
10
日
以
上

飲
む
人
も
注
意
が
必
要

○
薬
を
飲
む
回
数
や
量
を
増
や
し
て
も
、
だ
ん
だ
ん

効
き
め
が
悪
く
な
る

○
朝
か
ら
頭
が
痛
い
。
頭
痛
で
目
が
覚
め
る

薬
物
乱
用
頭
痛
の
対
処
法

　
頭
痛
外
来
や
神
経
内
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
の
乱
用
は
危
険
で
す
。

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
二
次
性
頭
痛
と
は

　
最
後
に
、
注
意
が
必
要
な
「
二
次
性
頭
痛
」（
原

因
と
な
る
疾
患
が
あ
っ
て
起
こ
る
頭
痛
）
に
触
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
頭
痛
が
、
脳
の
重
篤
な
疾
患
を
知
ら
せ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
頭
痛
・
そ
の
他
の
危
険

な
症
状
を
自
覚
し
た
ら
（
表
参
照
）、
す
ぐ
に
病
院

（
脳
神
経
外
科
な
ど
）
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
も
膜
下
出
血

　
脳
の
く
も
膜
と
硬
膜
の
間
に
で
き
た
脳
動
脈
瘤り

ゅ
うが

破
裂
し
、
出
血
す
る
病
気
。
命
に
関
わ
る
の
で
、
一

刻
も
早
い
治
療
が
必
要
。

▽
突
然
「
頭
を
バ
ッ
ト
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
」
激
し

い
頭
痛
に
襲
わ
れ
る
。
／
嘔
吐
や
意
識
障
害
、
手

足
の
麻
痺
、
視
覚
障
害
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。

脳
梗
塞

　
脳
の
血
管
が
血
栓
な
ど
で
詰
ま
る
病
気
。

▽
頭
痛
は
起
き
て
も
軽
い
場
合
が
多
い
。
／
手
足
の

し
び
れ
、
麻
痺
、
複
視
（
物
が
二
重
に
み
え
る
）、

言
語
障
害
な
ど
を
伴
う
。

脳
腫
瘍

　
脳
（
頭
蓋
骨
内
）
に
腫
瘍
が
で
き
る
病
気
で
、
良

性
と
悪
性
が
あ
る
。

▽
早
朝
の
頭
痛
や
頭
重
感
、
嘔
吐
、
視
力
障
害
（
眼
　

が
か
す
む
）。
／
手
足
の
麻
痺
や
し
び
れ
、
言
語

障
害
、
け
い
れ
ん
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。

髄
膜
炎

　
脳
と
脊
髄
を
覆
う
髄
膜
が
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
起
こ
る
炎
症
。

▽
風
邪
に
似
た
発
熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
が
激
し
く
長
く

続
く
。
首
の
後
ろ
が
硬
直
す
る
こ
と
も
あ
る
。
／

け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
が
出
る
と
、
脳
炎
を
起
こ

し
た
疑
い
が
あ
る
。

慢
性
硬
膜
下
血
腫

　
外
部
か
ら
の
打
撲
で
、
脳
を
保
護
す
る
硬
膜
の
下

に
出
血
し
て
血
腫
が
で
き
る
。
軽
い
打
撲
で
も
命
に

関
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

▽
慢
性
的
な
頭
痛
、
手
足
の
麻
痺
、
歩
行
障
害
、
物

忘
れ
な
ど
の
認
知
症
に
似
た
症
状
が
出
る
。

（
取
材
　
水
野
瑛
子
）

参
考
文
献
　「
頭
痛
治
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
山
王
直
子
著
・
本
の
泉

社
）、「
頭
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外
来
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よ
う
こ
そ
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清
水
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形
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草
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分
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の
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目
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す
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意
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い
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れ
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暗
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込
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沢
沿
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や
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林
縁
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多
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生
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と
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自然賛歌

東京理科大学薬学部講師　和田浩志
第 54 回　サラシナショウマ
日差しはまだ暑さが残るものの、肌に感じる朝晩の涼
しさが秋の深まりを感じさせてくれます。特に山の沢沿
いの木陰に入ると、そのことが一層強く感じられます。
そんな薄暗いなかで、長い茎先に白い花がびっしりと
連なって、しっかりとその存在を主張している植物があり
ます。薬草でもあるサラシナショウマです。花だけでなく、
枯れた果実や種子もなかなか風情があります。

に
も
分
布
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
暗

い
場
所
と
い
う
よ
り
も
冷
涼
な
場
所
を

好
む
の
だ
と
思
い
ま
す
。

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
の
シ
ョ
ウ
マ
と
は
、

中
国
の
薬
草
「
升
麻
」
に
由
来
し
、
春
先

の
若
葉
を
水
に
晒
し
て
か
ら
茹
で
て
食
用

に
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
根
茎
を
有
し

て
い
る
の
で
春
か
ら
盛
ん
に
葉
を
展
開
し

ま
す
が
、
水
に
十
分
晒
さ
な
い
と
食
べ
ら

れ
な
い
た
め
か
、
山
菜
と
し
て
は
あ
ま
り

利
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

同
科
の
近
縁
な
植
物
と
し
て
、
葉
の
形

状
が
や
や
異
な
る
オ
オ
バ
シ
ョ
ウ
マ
や
イ

ヌ
シ
ョ
ウ
マ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
羽
状

複
葉
を
な
す
葉
の
形
状
が
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ

ウ
マ
に
よ
く
似
る
こ
と
か
ら
、
シ
ョ
ウ
マ

の
名
を
つ
け
た
植
物
も
あ
り
ま
す
。
別

属
の
ル
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
マ
や
レ
ン
ゲ
シ
ョ

ウ
マ
を
は
じ
め
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
ア

カ
シ
ョ
ウ
マ
、
ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
、
ア

ワ
モ
リ
シ
ョ
ウ
マ
や
キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
、

バ
ラ
科
の
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど
で
、

科
を
越
え
て
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

は
、
丈
が
高
い
う
え
に
茎
先
に
小
さ
な

白
花
が
び
っ
し
り
つ
い
て
長
く
て
太
め

の
ブ
ラ
シ
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
遠

く
か
ら
で
も
判
別
し
や
す
い
で
す
。
長

い
花
序
で
は
花
軸
が
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
の

よ
う
に
や
や
横
向
き
に
な
び
く
こ
と
が

あ
り
、
薄
暗
い
林
の
な
か
で
そ
こ
に
陽

が
当
た
る
と
、
幻
想
的
で
す
。

花
の
集
ま
り
が
白
い
ブ
ラ
シ
の
よ
う

に
み
え
る
の
は
、
や
や
長
い
花
柄
が
花

軸
か
ら
垂
直
に
出
て
、
そ
の
先
に
白
色

の
雄
ず
い
が
多
数
放
射
状
に
出
て
い
る

か
ら
で
す
。
が
く
片
も
花
弁
も
あ
る
の

で
す
が
、
早
め
に
脱
落
し
て
し
ま
い
ま

す
。
近
縁
の
オ
オ
バ
シ
ョ
ウ
マ
や
イ
ヌ

シ
ョ
ウ
マ
も
同
様
の
花
序
を
つ
け
ま
す

が
、
花
柄
が
な
い
た
め
、
ブ
ラ
シ
は
細

め
で
貧
弱
に
み
え
ま
す
。

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
の
花
茎
は
細
長

く
て
一
見
頼
り
な
げ
で
す
が
、
意
外
と

強
く
、
枯
れ
て
も
し
っ
か
り
立
っ
て
い

ま
す
。
果
実
は
同
科
の
ト
リ
カ
ブ
ト
類

に
よ
く
似
た
縦
長
の
袋た
い
か果
で
、
熟
す
と

そ
の
先
端
が
開
い
て
、
フ
リ
ル
が
つ
い

た
軽
め
の
種
子
が
飛
び
散
り
ま
す
。
そ

の
後
も
袋
果
が
開
い
た
ま
ま
花
茎
か
ら

し
ば
ら
く
離
れ
ず
に
残
る
の
で
、
ま
る

で
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
よ
う
で
す
。
こ

の
果
実
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
春
先
で
も

似
た
植
物
と
区
別
で
き
ま
す
。

薬
草
の
周
辺

19　主治医　No.609

エッセイ

シンガーソングライター　普天間かおり

日々是好日

仕事柄、日本全国あちらこちらにライブコンサートで出かける機会が多いです。
伺う先々の皆さんとの出逢いも楽しみなのですが、やはりその土地の名物も楽し

みのひとつなのです。気候風土や歴史、名物を通して学ぶこと、発見する魅力があ
りますよね。
今年７月、山形県米沢市にライブコンサートで伺いました。米沢での公演は３回

目です。
米沢といえば、私は「米沢牛」、「さくらんぼ」をまず思い浮かべます。はじめて

の滞在で米沢牛の焼肉をいただいたときは、興奮と感動でいっぱいでした。何しろ
私は、大の食いしん坊なのです。
そして今回、地元の皆さんに親しまれ

ている珍しい食材に出逢いました。「ウコ
ギ」と「ぬるっぱ」というのをご存知でしょ
うか？　ウコギとはウコギ科の植物で、
米沢地方では古くから食用を兼ねた垣根
として利用されています。特に、米沢藩
九代藩主「上杉鷹山公」がウコギの垣根
を奨励したとされ、春から初夏にかけて
の新芽が美味しく、天ぷらやおひたし（写
真）をはじめ様々な料理法でいただける
そうです。垣根が食べられるんですよ ?!  
びっくりしました。おひたしとして出さ
れたウコギは、とても鮮やかな萌黄色を
していて、味はたらの芽に似たほろ苦さ
のある大人向き。もう一方の「ぬるっぱ」、
こちらは地元の方言での呼称で、「オカワ

カメ」、「雲南百薬」ともよばれるそうです。ツルムラサキの仲間で、食用にする葉
はヌルッとした粘りがあり、ミネラルを多く吸収して育つので栄養がたっぷりなん
だとか。ポン酢であっさりと味付けされた「ぬるっぱ」のおひたしは、モロヘイヤ
の食感に似ていて、味は淡白で、食べやすく、とても美味しかったです。
郷土食は、その土地での暮らしに合ったもの、先人の知恵がつまったものばかり

です。まさに、医食同源。
米沢の人々のあたたかいおもてなしの心に触れながら、身も心も満たされ、元気

をチャージできた旅でした。
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米沢といえば、私は「米沢牛」、「さくらんぼ」をまず思い浮かべます。はじめて

の滞在で米沢牛の焼肉をいただいたときは、興奮と感動でいっぱいでした。何しろ
私は、大の食いしん坊なのです。
そして今回、地元の皆さんに親しまれ

ている珍しい食材に出逢いました。「ウコ
ギ」と「ぬるっぱ」というのをご存知でしょ
うか？　ウコギとはウコギ科の植物で、
米沢地方では古くから食用を兼ねた垣根
として利用されています。特に、米沢藩
九代藩主「上杉鷹山公」がウコギの垣根
を奨励したとされ、春から初夏にかけて
の新芽が美味しく、天ぷらやおひたし（写
真）をはじめ様々な料理法でいただける
そうです。垣根が食べられるんですよ ?!  
びっくりしました。おひたしとして出さ
れたウコギは、とても鮮やかな萌黄色を
していて、味はたらの芽に似たほろ苦さ
のある大人向き。もう一方の「ぬるっぱ」、
こちらは地元の方言での呼称で、「オカワ

カメ」、「雲南百薬」ともよばれるそうです。ツルムラサキの仲間で、食用にする葉
はヌルッとした粘りがあり、ミネラルを多く吸収して育つので栄養がたっぷりなん
だとか。ポン酢であっさりと味付けされた「ぬるっぱ」のおひたしは、モロヘイヤ
の食感に似ていて、味は淡白で、食べやすく、とても美味しかったです。
郷土食は、その土地での暮らしに合ったもの、先人の知恵がつまったものばかり

です。まさに、医食同源。
米沢の人々のあたたかいおもてなしの心に触れながら、身も心も満たされ、元気

をチャージできた旅でした。
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私
は
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
の
一
環
と
し

て
里
山
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
少
年

院
を
２
回
経
験
し
た
19
歳
の
少
年
が
参
加
し

て
く
れ
て
い
る
。最
初
は
集
合
時
間
に
遅
れ
、

こ
れ
は
む
ず
か
し
い
か
な
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
童
顔
で
か
わ
い
く
、
ど
う
み
て

も
年
齢
ど
お
り
に
は
み
え
な
か
っ
た
。
下
草

刈
り
な
ど
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
そ
の
姿

は
、
い
か
に
も
少
年
院
で
鍛
え
ら
れ
て
き
た

な
と
感
じ
さ
せ
る
。

　
そ
の
少
年
が
、
里
山
の
作
業
が
終
わ
っ
て

数
日
後
、
私
の
ブ
ロ
グ
を
み
て
コ
メ
ン
ト
を

し
て
き
た
。
私
と
の
や
り
取
り
の
一
部
を
そ

の
ま
ま
記
す
の
で
、
何
か
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
　
井
内
清
満
さ
ん
　
ど
う
も
（
笑
）

お
じ
さ
ん
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

千
葉
の
ナ
ン
パ
通
り
を
夜
回
り
し
て
た
時
と

か
実
は
見
て
た
り
（
笑
）
今
回
の
整
備
活
動

で
や
っ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
（
笑
）

俺
は
お
じ
さ
ん
と
会
え
て
よ
か
っ
た
っ
ス
。

何
か
今
回
は
頑
張
れ
そ
う
な
気
が
し
て
き

た
し
、
遅
刻
し
た
け
ど
（
笑
）
お
じ
さ
ん
と

１
日
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

何
回
も
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
ヤ
ク

ザ
も
右
翼
も
暴
走
族
も
全
て
や
め
ら
れ
た

し
、
お
じ
さ
ん
み
た
い
に
カ
ッ
チ
ョ
い
い
男

を
目
指
し
て
み
ま
す
。
も
し
な
ん
か
あ
っ
た

ら
連
絡
く
だ
さ
い
ね
。

少
年
院
の
講
話
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
先
生
や
Ｙ
先
生
に
よ
ろ
し
く
で
す
。

あ
と
、
お
じ
さ
ん
の
カ
レ
ー
は
８
百
円
で
店

に
出
せ
る
く
ら
い
う
ま
か
っ
た
で
す
（
笑
）

井
内
：
　
Ａ
さ
ん
　
連
絡
あ
り
が
と
う
。
君

と
色
々
関
わ
り
を
も
ち
た
い
。
顔
に
曇
り
が

な
い
そ
の
明
る
さ
に
未
来
が
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。今
ま
で
色
々
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

私
と
話
し
た
ら
そ
ん
な
こ
と
何
で
も
な
い
こ

と
が
わ
か
る
か
ら
。
一
度
食
事
で
も
し
な
が

ら
話
を
し
よ
う
。
連
絡
す
る
か
ら
！

Ａ
：
　
俺
も
お
じ
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
た

ら
も
う
失
敗
し
な
い
気
が
し
て
き
た
。
生
ま

れ
て
初
め
て
疑
い
無
く
信
じ
ら
れ
る
大
人
に

会
い
ま
し
た
。
連
絡
待
っ
て
ま
す
。

井
内
：
　
人
を
信
じ
る
と
言
う
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
私
も
幾
度
と
な
く
裏
切
り

に
あ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
人

を
信
じ
る
こ
と
で
信
頼
を
勝
ち
得
て
き
ま
し

た
。
人
は
人
を
信
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

Ａ
：
　
俺
に
も
で
き
ま
す
か
ね
。

社
会
の
汚
い
部
分
し
か
見
て
こ
な
か
っ
た

し
、信
用
ほ
ど
脆
い
も
の
は
無
か
っ
た
で
す
。

ど
っ
か
で
一
線
を
引
い
て
し
ま
う
自
分
が
居

ま
す
。

　
少
年
を
追
い
詰
め
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、

優
し
い
言
葉
を
か
け
続
け
る
こ
と
は
、
な

ま
や
さ
し
い
覚
悟
で
は
で
き
な
い
。
何
度

嘘
を
つ
か
れ
て
も
い
い
。
大
人
に
は
我

慢
で
き
る
知
恵
が
あ
る
か
ら
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
我
慢
で
き
な
い
大
人
は
た

い
へ
ん
多
い
。

　
私
の
立
直
り
支
援
は
我
慢
と
の
闘
い

で
あ
る
。
し
か
し
、
決
し
て
無
理
は
し

な
い
。
自
然
体
で
話
せ
ば
素
直
な
気
持

ち
で
答
を
く
れ
る
。
だ
か
ら
、
い
つ
か
き
っ

と
少
年
の
ほ
う
で
わ
か
る
と
き
が
く
る
と
思

う
の
だ
。

　
自
分
の
犯
し
て
き
た
罪
を
自
ら
人
前
で

話
せ
る
と
き
が
立
ち
直
れ
た
瞬
間
だ
と
い
え

る
。
こ
れ
は
過
去
の
経
験
で
裏
打
ち
さ
れ
た

私
の
信
念
で
も
あ
る
。

　
大
人
は
隠
そ
う
隠
そ
う
と
す
る
が
、
そ

れ
は
逆
効
果
な
の
だ
。
わ
が
子
の
犯
し
た
罪

を
「
申
し
訳
な
い
」
と
素
直
な
気
持
ち
に
な

れ
た
親
を
見
届
け
ら
れ
た
と
き
は
ホ
ッ
と
す

る
。
少
年
が
立
ち
直
っ
た
と
き
、
初
め
て
被

害
者
に
心
か
ら
お
詫
び
に
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
ま
で
関
わ
る
と
間
違
い
な
く
大
丈

夫
だ
。

　
こ
の
少
年
と
末
永
く
関
わ
り
な
が
ら
一
人

の
人
間
に
な
る
ま
で
見
届
け
て
あ
げ
た
い
。

き
っ
と
気
持
ち
を
返
し
て
く
れ
る
と
き
が
く

る
と
信
じ
る
か
ら
だ
。

　
人
を
信
頼
す
る
こ
の
気
持
ち
を
も
ち
続
け

た
い
も
の
で
あ
る
。

友
懇
塾
理
事
長
　
井
内
清
満

おやじの箴言

少
年
の
立
ち
直
り
と
は
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材 料

もめん豆腐………………… 1／３丁　（八等分する）
小松菜…………………………………………1株（茎）
えび（ブラックタイガーで可）…………………… 2尾
もずく酢（市販のカップ入り）………………… 1／ 2
サラダ油…………………………………………… 少々

a




にんにく……………… 半片　（粗みじん切り）
みりん、豆板醤、塩、コショウ………… 少々
ごま油…………………………… 小さじ1／ 2

作り方

1　えびは殻をむいて背わたを除き、反身に切り、さらに 2
等分する

2　小松菜は5センチくらいに切る
3　中華鍋にサラダ油を敷き、１を強火でさっと炒める（色
が変わったらすぐ取り出す）

4　えびを取り出した３に、小松菜を入れて炒める、色が変
わったら豆腐を入れ、さらに炒める

5　４に aを入れ、馴染ませたら、えびを戻し、もずく酢を
入れる

6　手早く混ぜて出来上がり

砂
糖
は
悪
者
か
？！

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
和
田
ゆ
み
こ

　カロリーコントロールの相談を受
けるとき、ほとんどの方が「甘いも
のは控えています」とおっしゃいま
す。「では甘いものって、どんなも
のですか？」と尋ねると「ケーキと
か、お菓子類です」と答えます。そ
こでいつも思うのは、ケーキや洋菓
子は甘かろうが塩っぱかろうが、カ
ロリーのほとんどを占めているのは
油脂類であるのにもかかわらず「甘
いもの」として敬遠されているとい
うことです。
　甘いものの素は砂糖ですね。砂糖
はその製法で大きく２つに分けられ
ます。私たちが普段使っている白糖
やグラニュー糖、三温糖などは、原
料を精製してつくった分蜜糖とい
われ大変純度が高いものです。一
方、黒砂糖や和三盆、メープルシロッ
プは含蜜糖といわれ、原料のなかの
微量元素がそのまま含まれているも
のです。また、これ以外にフルーツ
に含まれる果糖、最近耳にするよう
になったキシリトールなどの糖アル
コールがあります。市場で「無糖」
とか「ノンシュガー」と謳われてい

るものはこの糖アルコールを使用し
たものですが、砂糖も果糖も糖アル
コールもすべて 1 g 当たり 4 kcal の
エネルギーがあります。とはいえ、
糖類に特別肥満の原因がある、ある
いは糖尿病のリスクがあるというの
は、現在では間違った考え方である
とされ、それどころか糖類はアルツ
ハイマー病や、うつ病などの予防に
効果的というデータが多く発表され
ています。
　ご存じの方も多いと思いますが、
脳の『ご飯』はブドウ糖（糖類を
分解したもの）です。基礎代謝が
2000 kcal の人の場合、その 20％
以上、つまり 400 kcal 以上のブド
ウ糖を脳が消費しています。砂糖の
半分はブドウ糖でできていますから
400 kcai ÷ 4 kcak/1 g ÷２＝ 50 g
の砂糖が、最低でも 1 日に必要な量
なのです。
　美味しいものは高カロリー、で
も、人間が生きていくために必要な
栄養素が含まれている食べものもま
た「美味しい」のです。それこそが
生命力の源なのですね。

豆腐と小松菜のもずく酢炒め　160 kcal　レシピ

食楽とダイエット
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もめん豆腐………………… 1／３丁　（八等分する）
小松菜…………………………………………1株（茎）
えび（ブラックタイガーで可）…………………… 2尾
もずく酢（市販のカップ入り）………………… 1／ 2
サラダ油…………………………………………… 少々

a




にんにく……………… 半片　（粗みじん切り）
みりん、豆板醤、塩、コショウ………… 少々
ごま油…………………………… 小さじ1／ 2

作り方

1　えびは殻をむいて背わたを除き、反身に切り、さらに 2
等分する

2　小松菜は5センチくらいに切る
3　中華鍋にサラダ油を敷き、１を強火でさっと炒める（色
が変わったらすぐ取り出す）

4　えびを取り出した３に、小松菜を入れて炒める、色が変
わったら豆腐を入れ、さらに炒める

5　４に aを入れ、馴染ませたら、えびを戻し、もずく酢を
入れる

6　手早く混ぜて出来上がり

砂
糖
は
悪
者
か
？！

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
和
田
ゆ
み
こ

　カロリーコントロールの相談を受
けるとき、ほとんどの方が「甘いも
のは控えています」とおっしゃいま
す。「では甘いものって、どんなも
のですか？」と尋ねると「ケーキと
か、お菓子類です」と答えます。そ
こでいつも思うのは、ケーキや洋菓
子は甘かろうが塩っぱかろうが、カ
ロリーのほとんどを占めているのは
油脂類であるのにもかかわらず「甘
いもの」として敬遠されているとい
うことです。
　甘いものの素は砂糖ですね。砂糖
はその製法で大きく２つに分けられ
ます。私たちが普段使っている白糖
やグラニュー糖、三温糖などは、原
料を精製してつくった分蜜糖とい
われ大変純度が高いものです。一
方、黒砂糖や和三盆、メープルシロッ
プは含蜜糖といわれ、原料のなかの
微量元素がそのまま含まれているも
のです。また、これ以外にフルーツ
に含まれる果糖、最近耳にするよう
になったキシリトールなどの糖アル
コールがあります。市場で「無糖」
とか「ノンシュガー」と謳われてい

るものはこの糖アルコールを使用し
たものですが、砂糖も果糖も糖アル
コールもすべて 1 g 当たり 4 kcal の
エネルギーがあります。とはいえ、
糖類に特別肥満の原因がある、ある
いは糖尿病のリスクがあるというの
は、現在では間違った考え方である
とされ、それどころか糖類はアルツ
ハイマー病や、うつ病などの予防に
効果的というデータが多く発表され
ています。
　ご存じの方も多いと思いますが、
脳の『ご飯』はブドウ糖（糖類を
分解したもの）です。基礎代謝が
2000 kcal の人の場合、その 20％
以上、つまり 400 kcal 以上のブド
ウ糖を脳が消費しています。砂糖の
半分はブドウ糖でできていますから
400 kcai ÷ 4 kcak/1 g ÷２＝ 50 g
の砂糖が、最低でも 1 日に必要な量
なのです。
　美味しいものは高カロリー、で
も、人間が生きていくために必要な
栄養素が含まれている食べものもま
た「美味しい」のです。それこそが
生命力の源なのですね。

豆腐と小松菜のもずく酢炒め　160 kcal　レシピ

食楽とダイエット



主治医　10月号　22

先日、和服を着た女性を見かけました。パッとみた瞬間、『わぁ〜乱れてる！』という印象。『晴
れの席なのに、もったいないなぁ』と思いました。和服に慣れないうちは、洋服感覚で行動してし
まい、着崩れを起こしがち。素早く確実に対処するポイントを学びましょう！

和服の着崩れを
素早く修正するポイント

ワンポイント

ヘアーメイク＆スタイリスト　　穐田ミカ

胸元にたるみができた場合 後ろ衿がかぶったり、
半衿がみえたりした場合

おはしょりが長くなり、
ダブついた場合

おはしょりの
両脇のタック
を斜め前へ引
いて整える

帯のたれを上
げ、両手でおは
しょりの下線を
もって下へ引く

①�おはしょり
を上げ て、
腰紐を締め
直す

②�上前のおは
しょりのな
かに手を入
れ、指先で
下前のおは
しょりを帯
のなかへ入
れる

上前が下がった場合 下前がゆるんだ場合 帯がゆるんだ場合

右上がりにな
るよう、腰紐
の下に手を入
れて褄（裾の
両端）を引き
上げる

①�下前の身巾
を脇から後
ろへ引いて
おく

②�上前をはね
のけて、下
前の立て褄
を腰紐の上
に入れ込む

①�胴回りの下
線を後ろへ
引き寄せる

②�胸回り帯の
下 に ハ ン
カチやタオ
ルなどを入
れ、帯を締
め直す

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇



　カポニー産業㈱に入社し、西日本営業センターに勤務
している藤井晶子です。㈱和漢薬研究所・赤城工場での「本
物づくり体験研修」が終了しました。

　本物とは
何か、本物
づくりとはど
ういうこと
なのかを考
えながら研
修に臨ませ
ていただき
ました。薬
草の栽培は
無農薬で行
われ、原料

として使われる株や種を取るための株などに分けられてい
ました。ムラサキの発芽が非常にむずかしく、苦労されて
いるというお話が印象に残りました。無農薬での栽培は
病気や害虫や動物などの被害に遭ったり雑草が生えやすく
なったりします。しっかりと観察しながら手間ひまかけて
育てていなければできないことだと思いました。
　薬の製造に関しては、設備はオートメーション化されて
いました。しかし常に人がいてしっかりと管理されており、
また、松寿仙のタンクは電解研磨されて液の切れをよくし
たり、ダイヤフラムという特殊なバルブを使うことにより
液溜まりを防ぐ等、細部にもいきとどいた品質管理が行わ
れていました。仕入れてきた朱竹に関しては生薬をまず検
査してから使用されていました。事前に検査されたものが
納入されるので、検査の省略もできるそうなのですが、工
場で再度検査することで、より徹底した品質管理、安全
性の確認が行われているのだと思いました。

　　主治医609号　　　　　　　　　　　目　　　　次
3 あっこの独り言　心のエネルギーの貯蔵量 エッセイスト　高橋章子

4 ドクター福田の聴診器　第10 回　生活習慣病
4 4 4 4 4

 医学博士　福田伴男

6 養生の薬を飲もう 森本レオ×宮下初枝×横手久典

12 インタビュー「主治医でつくる信頼の輪」　いい人みつけた 自然薬研究会

14 慢性の頭痛にお悩みではないですか？

18 薬草の周辺　サラシナショウマ 東京理科大学薬学部講師　和田浩志

19 エッセイ　日々是好日 シンガーソングライター　普天間かおり

20 おやじの箴言　少年の立ち直りとは 友墾塾理事長　井内清満

21 食楽とダイエット　砂糖は悪者か ?! フードコーディネーター　和田ゆみこ

22 ワンポイント　和服の着崩れを素早く修正するポイント ヘアーメイク＆スタイリスト　穐田ミカ

23 和漢薬研究所だより 本物づくり　自然薬製造～赤城工場体験研修～

編 集 後 記
表紙写真　ミニ解説

オオバコ（Ｐlantago asiatica L.）

オオバコ（車前子、車前葉）はアジア全域に分布し、地方によっては、オンバコ、カエルッパ、
相撲取り花など、多くの呼び名をもちます。私自身、子どもの頃、株をちぎって友達の株にか
らませ、引き合ってどちらが早く切れるか遊んだのを思い出します。昔から親しまれた薬草で、
薬草名は、葉を車前葉、種子を車前子とよび、種子は水がつくとネバネバし、人や車（昔は馬車）
に付着して新天地に運ばれることからこの名がついたようです。
全草は７～８月頃に、完熟した種子は９～10月に採取し、乾燥させて保存します。
利尿作用があるため、むくみや膀胱炎、血尿などに用いられ、また、鎮咳・袪痰作用があるので、
慢性的な咳や気管支炎などに効果があります。
葉を食用にする場合は、天ぷらや茹でて細かく切り、
油で炒め、塩・胡椒をふって食べます。種子は、可愛
い帽子をかぶっていて、息を吹きかけて飛ばし、けんち
ん汁や、みそ汁に入れると風味が出ます。
薬草苑の道を覆い隠すように繁茂しており、踏みつけ
る のが可愛そうで、道の片隅を歩くようにしています。

［自然薬師　野崎康弘］
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健康
鼎談

特集

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和36年創刊時の言葉より）

――　本物づくり　――
自然薬製造

～赤城工場体験研修～

　品質管理部門では、原料から中間製品、そして最終製
品に至るまで何度も検査がされていました。製品は５年間
保管して経時変化の試験がなされるということです。また、
落下細菌を培養して同定が行われていたり、使用されてい
る水や排水に至るまで検査がなされていました。
　そして研究部門では動物実験のことや現在研究中の内
容などを教えていただきました。一つの結果を出すのに、
途中で結果が上手くいかないこともよくありますが、一つ
ずつ地道に積み上げていっていると聞きました。自然薬を
さらに解明するために色々な方向から実験がなされている
のだということを知りました。
　医薬品製造に関してだけではなく、赤城薬師如来の開
眼の経緯や、会社設立の歴史も教えてもらいました。
　研修を終えて感じたことは、よりよくしていきたい、お
客様から喜んでもらえるものをつくっていきたいという決
意をたくさんの方々から学ばせてもらった満足感です。そ
して、「薬＝物＋情報＋倫理」と厚労省が提唱していますが、
よりよいものをつくっていきたい、安全で品質の確かなも
のをつくっていきたいという思いがこの倫理の部分に当た
るのではないかと思った次第です。
　まだ勉強不足なところもたくさんありますので、資料を
しっかりと読み直し、薬の情報とつなげて、お得意様に細
やかな対応ができるようになりたいと決心しました。
（カポニー産業㈱　西日本営業センター　藤井晶子）
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紫
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ど
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の
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赤城山の水と緑が創った自然薬紹介

紫シ   

華カ   

栄ロ
ン

（
顆
粒
）

健康鼎談　俳優　森本レオ
特集　慢性の頭痛にお悩みではないですか？


